
 

 

 

                            

古代史シリーズ１ 

「日本の古代文化とその伝道者」 

著者：情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

日
本
の
文
化
は
縄
文
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く

積
み
重
ね
の
文
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
に
も

通
じ
る
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
国

風
文
化
を
知
っ
て
古
代
を
学
ぶ
こ
と
で
日
本
の

文
化
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。 

十
数
年
前
に
大
学
で
の
講
義
の
た
め
に
記
紀

を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
時
の
素
人
の
観
点
で
古

代
史
の
素
人
の
方
向
け
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た 
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は
じ
め
に 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

 筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のSE

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
ニ
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の
文

化
や
歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）が
読
め
な
か

っ
た
り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元SE

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

体
系
化
す
る
こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
の
文
化
は
縄
文
時
代
（一
万
五
千
年
前
）か
ら
現
代
ま
で
の
積
み
重
ね
で
築
か
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
い
ま
す
と

そ
の
文
化
が
何
か
も
意
識
し
な
い
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
１ 

「
日
本
の
古
代
文
化
と
そ
の
伝
道
者
」で
は
、
現
代
に
色
濃
く
表
れ
て
い
る
平
安
か
ら
江
戸
時
代
の
文
化
、
そ
し
て

そ
の
文
化
を
形
作
っ
た
奈
良
時
代
ま
で
の
古
代
の
歴
史
と
施
政
を
全
体
俯
瞰
し
て
、
古
代
史
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
す
。 

本
書
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら

か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

＋
「
古
事
記
」
竹
田
恒
泰
（
学
研
）
、
「
日
本
書
紀
」
宇
治
谷
孟
（
講
談
社
） 

＋
「1

7

歳
の
た
め
の 

世
界
と
日
本
の
見
方
」 

松
岡
正
剛
著 

春
秋
社 

＋
「
日
本
の
歴
史 

本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か
」 

田
中
英
道
著 

扶
桑
者 

＋
「
古
代
史
の
謎
は「
鉄
」で
解
け
る
」 

長
野
正
孝
著 

P
H

P

新
書 

な
ど 

 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
１ 

「
日
本
の
古
代
文
化
と
そ
の
伝
道
者
」
の
全
体
構
成
は
次
の
目
次
に
あ
げ
て
置
き
ま
す
。 
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◎ 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
１ 

「
日
本
の
古
代
文
化
と
そ
の
伝
道
者
」の
目
次 

◎ 

第
一
章 

「
歴
史
の
伝
道
師
と
精
神
文
化
」  ........................................................... 

４ 

日
本
文
化
の
伝
道
師
と
歴
史
の
捉
え
方
の
視
点
を
知
り
、
現
在
の
精
神
文
化
の
基
礎
に
あ
る 

国
風
文
化
と
し
て
の
平
安
文
化
を
探
り
ま
す
。 

 第
二
章 

「
鎌
倉
か
ら
江
戸
時
代
の
日
本
文
化
」  ................................................. 

２
１ 

日
本
文
化
の
伝
道
師
と
そ
の
変
遷
か
ら
古
代
の
位
置
づ
け
を
抑
え
、
現
在
の
精
神
文
化
へと 

成
長
さ
せ
た
鎌
倉
時
代
か
ら
庶
民
文
化
の
江
戸
時
代
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。 

 第
三
章 

「
日
本
の
古
代
（倭
）
の
文
化
」  ............................................................ 

４
０ 

古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
移
住
か
ら
縄
文
・弥
生
文
化
の
成
立
ち
の
出
来
事
を
抑
え
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を 

探
っ
て
い
き
ま
す
。  

 第
四
章 

「
古
代
（倭
）か
ら
大
和
へ」 .................................................................. 

５
３ 

日
本
文
化
の
基
礎
作
り
を
し
た
古
代
大
和
朝
廷
（纏
向
遺
跡
）、
倭
（
ヤ
マ
ト
）か
ら
日
本
に
生
ま
れ 

変
わ
っ
て
い
く
大
和
朝
廷
の
誕
生
を
探
索
し
ま
す
。 

 第
五
章 

「
飛
鳥
・白
鳳
・天
平
文
化
」 ................................................................ 

６
７ 

平
安
時
代
に
繫
が
れ
て
い
く
日
本
文
化
の
礎
を
作
っ
た
飛
鳥
・白
鳳
・天
平
文
化
と
天
皇
の
施
政 

の
関
係
性
を
捉
え
ま
す
。 

 

 
 



 

4 

 

◆ 

第
一
章 

「
歴
史
の
伝
道
師
と
精
神
文
化
」の
目
次 

第
一
話 

人
間
と
文
化
の
関
係
を
掴
む 

 ................................................................... 

５ 
文
明
と
文
化
の
違
い 

 

語
り
部
と
聞
き
手
の
関
係 

 

プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
・
文
化
距
離
感
覚 

 

人
間
文
化
の
ス
タ
ー
ト 

 

文
化
は
感
情
の
発
散
を
統
制
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た 

 第
二
話 

語
り
部
の
伝
え
る
物
語
に
は
母
系
が
あ
る 

 ........................................... 

１
０ 

英
雄
伝
説
の
母
系 

 

一
神
教
と
多
神
教
は
自
然
環
境
か
ら 

 

第
三
話 

理
性
脳
は
哲
学
を
生
み
出
し
た 

 ........................................................... 

１
３ 

ギ
リ
シ
ャ
哲
学 

 

東
洋
の
哲
学 
 

 第
四
話 

平
安
時
代
の
文
化
と
伝
道
師 ................................................................. 

１
５ 

平
安
文
化
の
背
景 

 

平
安
文
化
の
特
徴 

 

 

コ
ラ
ム
：
仏
陀
の
悟
り 

 ........................................................................................ 

２
０ 
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第
一
話 

人
間
と
文
化
の
関
係
を
掴
む 

 
第
一
話
は
、
ご
三
方
の
著
書
、
松
岡
正
剛
氏
の「
世
界
と
日
本
の
見
方
」と
田
中
英
道
氏
の「
日
本
の
歴
史
本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か
」、
梅

棹
忠
夫
氏
の「
情
報
の
文
明
学 

中
公
文
庫
」を
基
本
に
話
を
構
成
し
進
め
て
い
る
。
最
初
の「
文
化
」と「
文
明
」の
テ
ー
マ
の
定
義
は
、
梅
棹
忠

夫
氏
の「
情
報
の
文
明
学 

中
公
文
庫
」
か
ら
の
引
用
し
ま
す
。 

日
本
の
代
表
的
な
文
化
人
類
学
者
で
あ
っ
た
梅
棹
忠
夫
氏
注

は「
文
化
と
文
明
」を
定
義
さ
れ
た
。「
情
報
の
文
明
学 

中
公
文
庫
」の
中
で
、

「
文
化
は
文
明
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
。
」と
述
べ
ら
れ
、「
文
明
」と「
文
化
」を
定
義
し
て
い
る
。
（注
）梅
棹 

忠
夫
の
略
歴
は
、
日
本

の
生
態
学
者
、
民
族
学
者
、
情
報
学
者
、
未
来
学
者
。
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
京
都
大
学

名
誉
教
授
、
理
学
博
士
。
従
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章
。
日
本
中
東
学
会
初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。 

文
明
と
文
化
の
違
い
か
ら
整
理
し
ま
す
。 

文
明
と
は
、「
人
間
を
取
り
巻
く
装
置
系
と
制
度
系
そ
し
て
人
間
が
作
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
足
し
算
の
生
活
文
化
で
あ
る
」と
梅
棹
氏
は
定

義
し
て
い
る
。 

「
文
明
は
文
化
を
生
み
出
す
た
め
の
装
置
系
と
制
度
系
」と
は
、
鉄
道
、
電
気
設
備
、
自
動
車
、
ス
マ
ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を

装
置
系
と
捉
え
、
法
律
、
業
務
規
程
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
制
、
国
会
な
ど
は
制
度
系
と
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
生
活
す
る
上
で
の
枠
組
み
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
文
明
は
何
か
文
明
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（基
礎
イ
ン
フ
ラ
）が
あ
る
と
、
そ
れ

に
追
加
の
機
能
を
加
え
て
さ
ら
に
高
度
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
へと
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

た
と
え
ば
、
電
話
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ト
が
開
発
さ
れ
て
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へと
発
展
し
た
。
か
っ
て
の
大
砲
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
大
陸
間
弾

道
弾
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へと
発
展
し
て
い
る
。
文
明
は
将
に
ど
ん
ど
ん
追
加
さ
れ
発
展
す
る「
足
し
算
の
文
化
」と
言
う
こ

と
が
出
来
る
。 

 

一
方
、
文
化
は
、「
精
神
面
に
お
け
る
価
値
体
系
と
し
て
現
れ
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
、
文
化
の
問
題
は
す
べ
て
文
明
の
問
題
か
ら
派

生
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
き
算
の
生
活
文
化
で
あ
る
。
」と
定
義
し
て
い
る
。 

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
日
本
語
で
は「
反
射
」で
あ
る
。
文
化
を
精
神
的
な
価
値
を
映
し
出
し
た
も
の
と
捉
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

日
本
の
代
表
的
文
化
に「
茶
道
」、「
華
道
」、「
料
理
」を
例
に
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

茶
道
は
、
千
利
休
が
訪
れ
た
客
や
友
に
茶
を
喫
し
て
退
出
す
る
ま
で
の
全
て
を
、「
一
期
一
会
」の
充
実
し
た
時
間
と
す
る「
も
て
な
し
の
空

間
」
に
作
り
上
げ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
お
茶
を
飲
む
こ
と
を
一
期
一
会
で
心
を
通
わ
せ
る
精
神
文
化
に
高
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 



 

6 

 

華
道
は
、
お
も
て
な
し
と
心
の
ゆ
と
り
の
た
め
の「
生
け
花
」と
い
う
自
然
を
屋
内
に
取
り
込
み
楽
し
む
文
化
を
、「
自
ら
の
美
し
い
心
と
繋
が

り
、
心
を
磨
き
高
め
る
道
（ど
う
）
の
文
化
」に
高
め
て
い
る
。 

料
理
は
、
人
が
生
き
る
た
め
に
食
べ
る
、
食
事
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
懐
石
料
理
の
よ
う
に
目
で
楽
し
み
食
す
る
と
い
う
よ
う
な
満
腹
感
の

み
で
は
な
い
精
神
的
満
足
を
作
り
出
し
て
い
る
。 

「
茶
道
」
、「
華
道
」
、「
料
理
」で
は
、
素
材
、
陶
器
や
容
器
、
作
法
が
文
明
で
、
作
法
の
熟
達
・改
善
に
よ
る
精
神
的
価
値
観
を
作
り
出
す
文
化

に
仕
立
て
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
精
神
的
価
値
を
高
め
る
モ
ノ
を
求
め
て
絞
り
込
ん
で
い
く「
引
き
算
の
生
活
文
化
」と
言
え
る
。 

さ
て
、
文
化
と
文
明
の
違
い
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
文
化
は
世
界
の
国
々
で
み
る
と
全
く
異
な
っ
た
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
何
故
異
な
っ
た
文
化

に
な
る
の
か
、
こ
の
異
な
る
文
化
は
如
何
に
し
て
作
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

こ
の
問
い
に
応
え
る
に
は
、
人
間
の
特
性
を
踏
ま
え
て
そ
の
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

ま
ず
、
そ
の
人
間
の
特
性
を
文
化
を
伝
え
る
語
り
部
（伝
え
手
）と
受
け
手
（聞
き
手
）の
関
係
か
ら
捉
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

人
は
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
も
利
き
手
の
理
解
度
に
よ
っ
て
解
釈
が
変
わ
る
し
、
伝
え
手
が
如
何
に
伝
え
た
か
に
よ
っ
て
も
聞
き
手
の
解
釈
が
変

わ
る
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
伝
え
手
が「
こ
こ
で
は
き
も
の
を
ぬ
い
で
く
だ
さ
い
。
」と
言
っ
た
と
す
る
。 

聞
き
手
に
は「
此
処
で
、
履
物
を
脱
い
で
く
だ
さ
い
。
」と
解
釈
す
る
人
と
、「
此
処
で
は
、
着
物
を
脱
い
で
く
だ
さ
い
。
」と
聞
く
人
の
二
通
り
の

解
釈
が
出
て
く
る
。
情
報
を
区
分
し
て
聞
き
取
っ
て
い
く 

「
情
報
の
区
分
力
」
が
聞
き
手
で
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

一
方
、
語
り
部
も
価
値
観
に
よ
っ
て
伝
え
る
内
容
を
編
集
し
て
伝
え
る
。
た
と
え
ば
、
覇
権
争
い
を
征
し
た
王
が
後
世
に
そ
の
伝
記
を
残
そ

う
と
し
て
語
り
部
と
な
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
王
は「
如
何
に
正
義
を
貫
き
、
国
を
統
一
し
、
善
政
を
施
し
て
き
た
か
」は
伝
え
よ
う
と
す
る

が
、
都
合
の
悪
い
こ
と
は
書
か
な
い
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
語
り
部
が
編
集
し
て
そ
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
作
ら

れ
て
き
た
文
化
の
伝
承
も
同
様
な
伝
承
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
や
そ
れ
ぞ
れ
国
で
異
な
っ
た
文
化
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。 

 

ま
た
、
距
離
が
離
れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
文
化
は
異
な
っ
て
く
る
が
、「
何
故
な
の
か
？
」、
こ
れ
を
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
（文
化
距
離
感
覚
）と

言
う
。
二
つ
目
は
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
（
文
化
距
離
感
覚
）と
は
、
距
離
が
離
れ
る
と
文
化
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
（文
化
距
離
感
覚
）に
よ

る
文
化
解
釈
の
違
い
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
距
離
が
離
れ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
認
識
も
変
わ
り
文
化
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。 

遠
く
か
ら
見
て
い
た
時
は
美
人
に
見
え
た
ん
だ
が
、
近
く
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
、
・・・。
と
い
う
の
は
良
く
あ
る
。
つ
ま
り
、
距
離
が
離
れ
る
と
見

え
方
・解
釈
の
仕
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
異
な
る
言
語
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
も
容
易
に
想
像
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で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
遺
伝
子
と
し
て
組
み
込
ん
で
き
た
感
覚
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、 

 
秋
に
欧
米
で
窓
を
開
け
て
会
議
を
行
っ
て
い
る
と
、
日
本
人
に
は
虫
の
声
が
う
る
さ
い
ほ
ど
に
聞
こ
え
る
。
そ
の
こ
と
を
同
席
し
て
い
る
欧
米

人
に「
虫
の
声
が
う
る
さ
い
ね
。
」と
言
う
と
、「
ど
こ
に
？
」と
怪
訝
な
顔
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
よ
く
聞
く
話
で
あ
る
。
日
本
人
は
和
歌
や
俳

句
に
も
歌
わ
れ
る
よ
う
に
重
要
な
音
と
捉
え
て
い
る
の
で
聞
こ
え
る
が
、
欧
米
人
に
は
そ
ん
な
文
化
は
な
い
の
で
、
虫
の
音
は
雑
音
の
部
類
で
音

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
。
そ
ん
な
遺
伝
子
や
脳
内
回
路
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
類
の
例
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。 

日
本
で
は
、
誰
か
に
こ
っ
ち
に
お
い
で
と
右
手
を
上
下
に
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
同
じ
動
作
を
す
る
と
、
跳
ね
上
げ
る
手
の
動
き

を
見
る
の
で「
あ
っ
ち
へ
行
け
」、「
出
て
行
け
」と
い
う
意
味
に
な
る
。 

ま
た
、
私
た
ち
が
手
で
数
を
数
え
る
と
き
は
、
広
げ
た
指
を
親
指
か
ら
閉
じ
て
い
っ
て「
い
ち
、
に
、
さ
ん
、
し
」と
教
え
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

逆
に
最
初
に
全
部
の
指
を
折
っ
て
親
指
か
ら
順
に
広
げ
な
が
ら「
ワ
ン
、
ツ
、
ス
リ
ー
」
と
教
え
る
。 

国
に
よ
る
文
化
認
識
の
違
い
を
み
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
国
の
中
で
捉
え
て
も
多
く
の
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
が
あ
る
。「
ラ
ー
メ
ン
」を
例
に
と
ろ
う
。

ラ
ー
メ
ン
は
も
と
も
と
中
華
そ
ば
で
あ
る
が
、
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
日
本
産
に
変
わ
っ
た
。
国
内
で
見
て
も
、
と
ん
こ
つ
・細
麺
の
博
多
ラ
ー

メ
ン
、
醤
油
・中
麺
の
東
京
ラ
ー
メ
ン
、
こ
っ
て
り
・ス
ー
プ
縮
れ
麺
の
札
幌
ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
み
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
。 

 

人
間
だ
け
が
持
つ
文
化
を
作
る
能
力
に
は
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
に
よ
る
遺
伝
子
の
特
性
が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
文
化
が
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。  

三
つ
目
は
、
文
化
を
作
り
上
げ
て
い
く
人
間
自
身
で
す
。
そ
れ
は
他
の
動
物
と
異
な
り
文
化
を
作
り
上
げ
る
特
性
を
備
え
て
生
ま
れ
て
き
て
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
の
動
物
と
異
な
る
特
性
と
し
て「
二
足
歩
行
」、「
手
を
使
え
る
」、「
並
行
視
・パ
ラ
ラ
ッ
ク
ス
」、
そ
し
て
、「
ネ
オ
テ
ニ

ー
（
幼
形
成
熟
）」と「
後
天
的
な
刷
り
込
み
（イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）」を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
文
化
を
創
り
出
し
た
。 

人
は
、「
二
足
歩
行
」を
行
う
こ
と
で
他
の
動
物
と
は
異
な
り
文
化
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
他
の
動
物
の
よ
う
に
四
つ
足
で
歩
く
と

思
考
で
き
な
い
こ
と
が
試
行
し
て
み
る
と
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
二
足
歩
行
を
す
る
こ
と
で
、
手
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
並
行
視
（パ

ラ
ラ
ッ
ク
ス
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た 

ま
た「
手
が
使
え
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
指
を
折
っ
て
数
を
数
え
る
と
い
っ
た「
数
」の
概
念
を
人
間
は
獲
得
し
、
道
具
を
使
い
、
縦
横
の
線
を

使
っ
て
図
や
文
字
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
横
の
線
書
き
は
人
間
に
最
も
近
い
と
い
わ
れ
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
鉛
筆
を
持
た
せ
る
と
縦
線

は
書
け
る
が
横
線
は
書
け
な
い
し
、
人
間
の
幼
児
も
苦
手
で
あ
る
。
こ
れ
は
サ
ル
だ
っ
た
こ
ろ
の
プ
ラ
キ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
、
二
本
の
腕
を
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使
っ
て
木
の
枝
に
ぶ
ら
下
が
り
な
が
ら
渡
っ
て
い
く
と
き
の
前
後
に
手
を
動
か
す
記
憶
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
腕
を
横
に

動
か
し
た
り
振
っ
た
り
す
る
動
作
は
ヒ
ト
が
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
、
そ
の
文
化
の
中
で
学
習
し
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
二
足
歩
行
を
始
め
た
こ
と
で
、
目
の
位
置
は
顔
の
正
面
だ
が
、
若
干
離
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
遠
く
の
木
を
見
た
り
、
素
早
く
焦
点

を
変
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
人
間
の
視
野
角
度
は
二
〇
〇
度
程
な
の
で
、
正
面
を
向
い
て
い
て
も
ぼ
ん
や
り
と
正
面
以
外
も
見
え
、「
並

行
し
て
視
（並
行
視
）
」え
て
判
断
し
行
動
で
き
る
。
一
般
の
動
物
は
目
が
横
に
付
い
た
り
、
正
面
で
も
真
ん
中
に
寄
っ
て
い
る
た
め
、
遠
く
を
見

て
素
早
く
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、 

 

二
足
歩
行
は
言
葉
を
生
ん
だ
。
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
、
四
つ
足
の
時
は
見
え
て
い
た
メ
ス
の
発
情
期
が
見
え
な
く
な
り
、
相
手
への
伝
達
手

段
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
動
物
で
あ
る
以
上
、
種
の
保
存
は
最
重
要
事
項
で
あ
り
、
相
手
に
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
た
め
に
言
葉
が
生
ま
れ

て
き
た
と
松
岡
正
剛
氏
は
分
析
す
る
。 

さ
ら
に
、
人
間
は
、「
ネ
オ
テ
ニ
ー
と
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
特
性
を
備
え
て
い
る
。 

人
間
以
外
の
動
物
は
、
誕
生
す
る
と
同
時
に
立
ち
上
が
り
、
歩
い
た
り
走
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
な
い
と
弱
肉
強
食
の
世
界
で

は
即
、
死
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
出
生
時
は
何
も
で
き
な
い
。
未
成
熟
で
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
よ
ち
よ

ち
歩
き
ま
で
一
年
、
言
葉
を
使
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
三
年
か
か
る
。 

 

三
歳
が
一
つ
の
節
目
で
、
三
歳
ご
ろ
で
話
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
大
人
に
な
っ
て
三
歳
ま
で
の
事
を
思
い
出
そ
う
と
し
て
も
そ
の
記
憶
は
思
い

出
せ
な
い
。
そ
れ
は
記
憶
が
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
記
憶
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
自
己
が
無
い
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
自
己
と
は
他

者
を
認
識
す
る
こ
と
で
出
来
て
い
く
。
記
憶
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
記
憶
回
路
や
自
己
表
現
の
回
路
が
出
来
て
い
な
い
た
め
に
自
己
認
識
が

出
来
て
い
な
い
か
ら
と
想
定
で
き
る
。
三
歳
頃
に
な
っ
て
、
突
然
友
達
の
事
や
身
の
回
り
の
出
来
事
を
話
し
出
す
こ
と
か
ら
自
己
回
路
や
物
語

回
路
が
そ
の
頃
に
出
来
る
こ
と
を
顕
し
て
い
る
。 

三
歳
か
ら
の
人
間
は「
後
天
的
な
刷
り
込
み
（イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）」で
成
長
す
る
よ
う
に
造
ら
れ
、
そ
れ
は
死
ぬ
ま
で
永
遠
に
続
く
（ネ
オ

テ
ニ
ー
）
の
で
あ
る
。
何
歳
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
方
々
は
行
動
的
で
あ
り
、
勉
強
家
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
人
は
そ
の
活
動
環
境
に
あ
る
他
人
や
他
者
を
介
し
て
、
学
び
、
思
考
を
し
て
い
つ
ま
で
も
成
長
す
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

文
化
は
感
情
の
発
散
を
統
制
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
の
脳
の
構
造
か
ら
動
物
か
ら
人
間
に
至
っ
た
過
程

が
形
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
人
間
の
脳
は
三
種
の
性
格
を
持
っ
た
脳
、
動
物
か
ら
人
間
に
至
る
発
達
過
程
の
順
に「
ワ
ニ
の
脳
」、「
ね
ず

み
の
脳
」
、「
理
性
の
脳
」で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
参
照
資
料1-1

）
。 
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「
ワ
ニ
の
脳
」と
は
、
原
始
的
動
物
の
ワ
ニ
も
有
す
る
動
物
共
通
の
脳
で
、
生
存
の
た
め
の
基
礎

的
反
射
中
枢 (

血
圧
、
心
拍
、
呼
吸
、
姿
勢
な
ど)

の
反
射
の
機
能
の
み
を
持
つ
。
基
礎
的
反

射
中
枢
の
機
能
な
の
で
反
射
脳
と
も
言
わ
れ
、
大
脳
基
底
核
辺
り
に
あ
る「
脳
幹
」を
い
う
。 

「
ね
ず
み
脳
」は
、
人
間
の
脳
で
情
動
の
表
出
、
食
欲
、
性
欲
、
睡
眠
欲
、
意
欲
、
な
ど
の
本

能
、
喜
怒
哀
楽
、
情
緒
、
神
秘
的
な
感
覚
、
睡
眠
や
夢
な
ど
を
司
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
記
憶
や

自
律
神
経
活
動
に
関
与
し
て
い
る
脳
で「
大
脳
辺
縁
系
」を
い
う
。
ね
ず
み
の
よ
う
な
ず
る
賢

い
行
動
が
で
き
る
動
物
に
存
在
す
る
脳
で
あ
る
。 

「
理
性
脳
」と
は
、
ワ
ニ
の
脳
や
ネ
ズ
ミ
脳
が
発
達
す
る
と
攻
撃
や
争
い
の
絶
え
な
い
世
界
に
な

っ
て
い
く
が
、
為
政
者
は
こ
の
よ
う
な
本
能
の
暴
走
を
抑
え
る
た
め
の
理
性
脳
を
発
達
さ
せ
る

こ
と
で
争
い
を
無
く
そ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
宗
教
、
舞
踊
、
哲
学
、
建
築
、
文
芸
な
ど
の

文
化
を
発
生
さ
せ
、
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
化
の
始
ま
り
は「
神
への
畏
れ
」か
ら
、

「
神
を
作
り
宗
教
」へと
発
展
し
た
と
こ
ろ
が
始
点
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

参照資料１ー１：ワニの脳と大脳辺縁系

2

理性脳

ねずみ脳

ワニの脳
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第
一
話 

鎌
倉
時
代
の
文
化 

 
第
一
話
は
、
松
岡
正
剛
氏
の「
世
界
と
日
本
の
見
方
」と
田
中
英
道
氏
の「
日
本
の
歴
史
本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か
」を
基
本
に 

引
用
し
話
を
進
め
ま
す
。 

鎌
倉
時
代
は
明
治
維
新
ま
で
続
く
最
初
の
武
家
政
治
時
代
で
あ
る
。
源
頼
朝
は
、
奥
州
藤
原
氏
を
一
一
八
九
年
を
滅
ぼ
し
、
一
一
九
二
年

鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
が
、
十
年
後
の
一
一
九
九
年
に
頼
朝
は
死
去
す
る
。
実
権
は
執
権
の
北
条
氏
に
移
り
、
鎌
倉
の
文
化
は
北
条
氏
に
よ
っ
て

作
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
執
権
政
治
の
始
ま
り
で
す
。 

 

源
頼
朝
の
死
後
、
鎌
倉
幕
府
は
老
臣
と
京
下
り
の
官
人
を
含
め
た
合
議
制
の
政
治
体
制
を
組
織
化
す
る
が
、
老
臣
間
で
の
内
紛
等
が
あ

り
、
内
紛
を
制
し
た
北
条
時
政
に
よ
る
執
権
体
制
が
発
足
す
る
。
内
紛
と
北
条
氏
の
圧
力
で
、
頼
朝
の
息
の
か
か
っ
た
老
臣
、
梶
原
氏
、
畠
山

氏
、
和
田
氏
な
ど
が
敗
死
す
る
。
一
二
一
九
年
に
三
代
将
軍
、
源
実
朝
が
甥
の
公
卿
に
鶴
岡
八
幡
宮
で
暗
殺
さ
れ
、
源
氏
の
血
筋
が
絶
え

る
。 

こ
の
鎌
倉
の
混
乱
を
見
て
、
後
鳥
羽
上
皇
は
鎌
倉
討
伐
を
企
て
、
北
条
義
時
（二
代
目
執
権
）

討
伐
の
宣
旨
を
一
二
二
一
年
に
発
し
、「
承
久
の
乱
」
が
起
こ
る
（参
照
資
料2-1

）。 

院
宣
な
の
で
反
抗
す
れ
ば
朝
敵
に
な
る
こ
と
か
ら
御
家
人
に
動
揺
が
広
が
り
ま
す
。
少
し
前

ま
で
、
天
皇
家
の
下
で
働
い
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
動
揺
は
当
然
で
す
。
そ
の
動
揺
を
抑
え
た
の

は
北
条
政
子
に
よ
る
鎌
倉
武
士
への
熱
弁
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

「
心
を
一
つ
に
し
て
聞
き
な
さ
い
。
こ
れ
が
私
の
最
後
の
言
葉
で
す
。
亡
き
頼
朝
公
が
朝
敵
を
滅

ぼ
し
、
関
東
に
政
権
を
築
い
て
か
ら
、
お
前
た
ち
の
官
位
は
上
が
り
禄
高
も
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま

し
た
。
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
こ
れ
、
亡
き
頼
朝
公
の
御
恩
。
そ
の

御
恩
は
、
海
よ
り
も
深
く
山
よ
り
も
高
い
の
で
す
。
今
、
逆
臣
の
讒
言
に
よ
っ
て
、
理
に
反
し
た

綸
旨
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
今
こ
そ
頼
朝
公
への
ご
恩
を
返
す
時
。
名
を
惜
し
む
者
は
、
逆
臣
を

討
ち
取
り
、
三
代
に
わ
た
る
将
軍
家
の
恩
に
報
い
よ
。
た
だ
し
朝
廷
側
に
つ
こ
う
と
い
う
者
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
構
い
ま
せ
ん
。
早
く
行
き
な
さ
い
」 

こ
の
天
皇
で
は
な
く
逆
賊
を
誅
す
る
と
い
う
言
葉
で
御
家
人
は
奮
い
立
ち
団
結
を
強
め
、
朝
廷

軍
を
圧
倒
す
る
。
鎌
倉
幕
府
の
執
権
政
治
が
確
立
し
た
時
で
あ
る
。 

参照資料２－１：承久の変 出典：ウィキペディア図柄引用
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承
久
の
乱
の
平
定
後
、
後
鳥
羽
上
皇
は
隠
岐
へ配
流
、
京
に
は
六
波
羅
探
題
が
京
に
置
か
れ
朝
廷
は
鎌
倉
幕
府
の
監
視
下
に 

入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
武
士
が
持
つ
荘
園
を
管
理
す
る
朝
廷
の
土
地
（公
領
）の
地
頭
権
と
地
頭
の
土
地
を
警
備
す
る
守
護
権
が
大

き
く
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
貴
族
が
持
つ
荘
園
と
の
争
い
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
守
護
権
を
持
っ
た
家
臣
団

か
ら
後
に「
守
護
大
名
」
が
生
ま
れ
ま
す
。 

三
代
目
執
権
、
北
条
泰
時
は
一
二
三
二
年
に「
御
成
敗
式
目
」を
制
定
す
る
（コ
ラ
ム
参
照
）。
武
家
社
会
で
作
っ
た
最
初
の
法
律
で
あ
る
。
基

本
的
内
容
は
、
鎌
倉
武
士
団
で
あ
る
御
家
人
同
士
の
争
い
、
そ
し
て
御
家
人
と
荘
園
領
主
と
の
間
の
紛
争
を
公
平
に
裁
く
基
準
を
制
定
し

た
。
武
家
社
会
の
道
徳
的
規
定
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に「
武
家
諸
法
度
」が
で
き
る
ま
で
武
士
の
道
徳
基
準
と
な
っ
た
。 

こ
の
公
家
社
会
か
ら
武
家
社
会
貴
族
へと
揺
れ
動
く
時
代
に
中
で
、
宗
教
界
で
も
大
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。「
末
法
思
想
」で
あ
る
。
こ
の
末

法
思
想
の
中
で
鎌
倉
仏
教
が
勃
興
し
ま
す
。 

 

鎌
倉
時
代
に
最
初
に
現
れ
た
新
興
宗
教
が
浄
土
宗
で
す
。
浄
土
宗
（法
然
）の
教
え
で
は
、「
厭
離
穢
土
・欣
求
浄
土
（お
ん
り
え
ど
・ご
ん
ぐ

じ
ょ
う
ど
）
」
、
こ
の
意
味
は「
苦
悩
の
多
い
穢
れ
た
こ
の
世
（穢
土
）を
厭
（い
と
）い
離
れ
た
い
と
願
い
、
心
か
ら
欣
（よ
ろ
こ
）ん
で
清
涼
な
浄
土

（
仏
国
）を
冀
（こ
い
ね
が
）
う
」と
い
う
教
え
で
あ
る
。
こ
の
教
え
に
言
う
浄
土
への
道
を
説
い
て
き
た
仏
陀
（お
釈
迦
様
）
の
教
え
が
伝
わ
ら
な

く
な
る
と
い
う
の
が
末
法
思
想
で
あ
る
。 

「
末
法
思
想
」と
は
、
釈
迦
の
死
後
二
〇
〇
〇
年
後
に
こ
の
世
の
終
わ
り
が
来
る
と
い
う
仏
教
の
歴
史
観
で
一
〇
五
一
年
が
末
法
の
始
ま
り
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
平
安
の
後
期
か
ら
末
法
の
世
界
に
あ
り
、
鎌
倉
時
代
は
そ
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
。
末
法
思
想
で
は
釈
迦
仏
滅
以
来
の
二
〇

〇
〇
年
の
期
間
を
三
時
間
、
正
法
、
像
法
、
末
法
に
三
の
時
間
に
分
割
し
て
い
る
。 

「
正
法
（し
ょ
う
ほ
う
）
」
：仏
滅
か
ら
一
〇
〇
〇
年
間
（~A

C
51

年
ま
で
）の
間
を
言
い
、
釈
尊
の
真
理
が
直
接
伝
わ
る
時
間
。 

「
像
法
（ぞ
う
ほ
う
）」
：仏
滅
か
ら
二
〇
〇
〇
年
間
（AC

51
か
らA

C
10

51

年
ま
で
）の
間
を
言
い
、
教
法
、
修
行
に
よ
り
釈
尊
の
真
理
が
伝

わ
る
時
間
。 

「
末
法
（ま
っ
ぽ
う
）」
：
仏
滅
か
ら
二
〇
〇
〇
年
以
降
（AC

1052

年
以
降
）を
言
い
、
釈
尊
の
教
え
が
伝
わ
ら
ず
、
及
ば
な
く
な
る
時
間
と
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
末
法
の
期
間
は
釈
迦
が
五
十
六
億
七
千
年
後
に
再
来
す
る
ま
で
続
き
ま
す
。
こ
の
釈
迦
不
在
の
時
間
を
補
う
た
め
釈
迦
の

代
行
と
し
て
地
蔵
菩
薩
が
遣
わ
さ
れ
ま
し
た
。
地
蔵
菩
薩
は
、「
お
地
蔵
さ
ん
」の
愛
称
で
知
ら
れ
る
が
、「
大
地
が
全
て
の
命
を
育
む
力
を
蔵

す
る
よ
う
に
、
苦
悩
の
人
々
を
、
そ
の
無
限
の
大
慈
悲
の
心
で
包
み
込
み
、
救
う
所
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
」と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
、
宗

教
の
混
沌
の
中
で
鎌
倉
仏
教
が
生
ま
れ
る
。 

鎌
倉
仏
教
の
誕
生
の
背
景
は
、
末
法
思
想
の
世
に
な
っ
て
も
、
京
に
お
い
て
は
天
台
宗
・真
言
宗
の
旧
仏
教
は
無
力
で
、
仏
教
界
の
腐
敗
・堕
落
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は
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
人
々
は
末
法
の
世
か
ら
の
脱
却
を
求
め
、
新
し
い
救
い
の
教
え
を
渇
望
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、

鎌
倉
で
は
京
の
よ
う
な
総
本
山
（比
叡
山
、
高
野
山
）
か
ら
の
締
め
付
け
は
無
く
、
幕
府
も
新
興
宗
教
に
対
し
寛
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

「
法
然
の
浄
土
宗
」
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
念
仏
を
唱
え
れ
ば
、
誰
で
も
極
楽
往
生
が
約
束
さ
れ
る
と
説
く
。
出
家
し
て
僧
侶
に
な
る
必
要

も
な
い
た
め
庶
民
に
受
け
入
れ
易
い
も
の
に
な
っ
た
。 

「
親
鸞
の
浄
土
真
宗
」
は
、
法
然
の
弟
子
と
し
て
、
親
鸞
は
浄
土
宗
を
庶
民
に
も
っ
と
受
入
れ
易
い
も
の
へ変
え
て
い
く
。
僧
侶
で
も
肉
食
妻
帯

を
認
め
る
。
さ
ら
に
は
、
歎
異
抄
で「
悪
人
正
機
説
」を
唱
え
る
。
悪
人
正
機
説
と
は
、「
善
人
な
お
も
て
往
生
を
と
ぐ
い
わ
ん
や
悪
人
を
や
」

と
い
う
有
名
な
一
文
で
表
さ
れ
る
他
力
本
願
の
教
え
で
あ
る
。
他
力
と
は「
阿
弥
陀
如
来
様
」、
本
願
と
は
誓
願
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に「
約

束
」
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
様
の
約
束
は「
す
べ
て
の
人
を 

必
ず
救
う 

絶
対
の
幸
福
に
」で
す
。
だ
か
ら
、
親
鸞
は「
悪
い
こ
と
し
て
地
獄
に
行

く
と
思
っ
て
い
る
悪
人
は
、
そ
れ
で
も
極
楽
往
生
し
た
い
と
思
う
時
に
は
阿
弥
陀
如
来
様
を
頼
っ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
す
が
る
し
か
な

い
の
で
、
他
力
本
願
に
な
る
訳
で
あ
る
。
阿
弥
陀
様
に
お
す
が
り
す
れ
ば
阿
弥
陀
様
が
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
」と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。 

親
鸞
は
、
庶
民
に
と
っ
て
、
仏
教
を
何
で
も
あ
り
の
馴
染
み
易
い
宗
教
に
作
り
替
え
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在
で
も
浄
土
真
宗
が
最
も
多
い
の
は

納
得
で
き
ま
す
。 

「
一
遍
の
時
宗
」
は
、「
吾
が
法
門
は
熊
野
権
現
夢
想
の
口
伝
な
り
」と
時
宗
の
開
祖
・一
遍
智
真
（ち
し
ん
）は
語
り
布
教
す
る
。 

口
伝
と
は
、
、
布
教
の
た
め
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」の
名
号
札
を
配
っ
て
い
た
が
、
一
時
、
一
遍
自
身
に
迷
い
が
生
じ
た
と
き
、
熊
野
大
社
本
宮

の
証
誠
殿
（し
ょ
う
じ
ょ
う
で
ん
）の
前
で
自
分
の
行
い
の
是
非
に
対
す
る
熊
野
権
現
の
御
意
を
請
う
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
、
熊
野
権
現
が
現

れ
、「
お
前
の
勧
め
で
一
切
衆
生
が
往
生
す
る
の
で
は
な
い
。
往
生
は
既
に
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
の
だ
。
信
不
信
を
選
ば
ず
、
浄

不
浄
を
嫌
わ
ず
そ
の
札
を
配
る
の
だ
」と
口
伝
し
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。
名
号
札
を
受
け
取
り
、
踊
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
踊
念
仏
と
し

て
庶
民
に
普
及
し
た
。 

「
日
蓮
の
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）」
は
、
真
言
と
し
て
の
法
華
経
に
基
づ
き「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」の
題
目
を
唱
え
る
こ
と
で
、 

そ
の
ま
ま
仏
に
な
れ
る
し
、
国
家
も
救
わ
れ
る
と
説
き
開
山
し
た
。
そ
し
て
、「
立
正
安
国
論
」を
著
す
。
南
無
」と
は「
わ
た 

く
し
は
帰
依
し
ま
す
」と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、「
妙
法
蓮
華
経
」の
五
字
は
法
華
経
の
正
式
な
題
名
で
あ
る
。「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
字
で

「
法
華
経
の
教
え
に
帰
依
を
す
る
」と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
浄
土
宗
の
よ
う
に
念
仏
を
唱
え
れ
ば
往
生
で
き
る
の
で
は
な
く
、
大
日
如
来

の
教
え
で
あ
る「
真
言
」
に
帰
依
す
る
こ
と
で
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
と
説
い
た
。 

「
阿
弥
陀
如
来
の
な
ど
の
念
仏
を
禁
止
し
て
正
し
い
教
え
を
広
め
な
け
れ
ば
外
国
の
侵
略
が
あ
り
内
乱
が
起
こ
る
」 

と
一
二
六
〇
年
予
言
す

る
。
浄
土
宗
派
な
ど
の
抵
抗
で
幕
府
か
ら
の
法
難
も
受
け
る
が
、
ひ
る
ま
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
予
言
通
り
一
二
六
八
年 

元
の
使
者
が
来
日
す

る
。
一
二
七
四
年 

文
永
の
役
、
一
二
八
一
年
弘
安
の
役
が
起
こ
り
予
言
通
り
の
国
難
に
遭
遇
す
る
。
こ
の
予
言
的
中
か
ら
、
日
蓮
宗
は
大
き



 

14 

 

な
信
頼
と
支
持
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
後
世
に
、
日
蓮
宗
は
戦
う
宗
教
と
し
て
武
家
や
堺
の
商
人
な
ど
の
先
覚
者
か
ら
支
援
を
得
る
こ
と
に

な
る
。 

「
禅
宗
」は
、
菩
提
達
磨
（
ボ
ー
デ
ィ
ダ
ル
マ
）を
初
祖
と
し
、
ひ
た
す
ら
座
禅
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
宗
教
で
あ
る
。 

栄
西
に
よ
る「
臨
済
宗
（り
ん
ざ
い
し
ゅ
う
）」と
そ
の
弟
子
道
元
に
よ
る「
曹
洞
宗
（そ
う
と
う
し
ゅ
う
）」
が
あ
る
。 

栄
西
は
、
天
台
宗
を
中
心
に
密
教
、
禅
を
宋
に
学
び
、
臨
済
宗
を
開
く
。
伝
教
大
師
の
天
台
教
学
の
復
興
を
目
指
し
た
。 

道
元
は
、
正
法
眼
蔵
を
表
し「
修
証
一
等
（し
ゅ
う
し
ょ
う
い
っ
と
う
）」を
説
き
、
栄
西
を
離
れ
曹
洞
宗
を
拓
く
。
永
平
寺
を
開
組
し
、
在
家

を
相
手
で
な
く
出
家
を
基
本
と
し
た
。
修
証
一
等
と
は
修
行
を
目
標
と
し
て
学
べ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
有
名
大
学
に
合
格
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
学
び
は
修
証
一
等
で
は
な
く
、
学
ぶ
と
い
う
行
動
を
目
的
と
し
、
修
行
す
る
こ
と
か

ら
修
証
一
等
に
な
る
。
目
標
を
達
成
す
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
る
こ
と
が
目
標
な
の
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
る
よ
う
な
人
は
後
者
の
方
が
多
く
修
証
一
等
の
実
践
と
言
え
る
。 

臨
済
宗
と
曹
洞
宗
の
違
い
は
、
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
の
禅
は
、
そ
の
思
想
の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ『
黙
照
禅(

も
く
し
ょ
う
ぜ
ん) 

』と『
看
話
禅

(

か
ん
な
ぜ
ん/

か
ん
わ
ぜ
ん)

』と
呼
ば
れ
る
。 

曹
洞
宗
の
黙
照
禅
（も
く
し
ょ
う
ぜ
ん
）と
は
、
ひ
た
す
ら
禅
に
徹
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
曹
洞
宗
の
教
義
で
は
本
来
、
人
に
は
仏
心
が
備

わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
か
に
悟
り
が
あ
る
だ
と
か
、
誰
か
に
悟
り
を
教
え
て
も
ら
う
だ
と
か
で
は
な
く
、『
自
分
自
身
の

中
に
あ
る
仏
心
を
見
出
す
こ
と
こ
そ
が
悟
り
』と
考
え
る
。 

臨
済
宗
の
看
話
禅
（か
ん
な
ぜ
ん
）と
は
、『
公
案
』と
呼
ば
れ
る
お
題(

問
題)

を
師
匠
が
弟
子
に
出
し
、
公
案
に
対
し
て
考
え
抜
く
こ
と
で
答

え
を
見
出
し
、
そ
れ
に
よ
り『
悟
り
』に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
禅
問
答
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
代
々

『
悟
り
を
受
け
継
ぐ
手
法
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
幕
府
の
庇
護
の
も
と
に
、
日
本
独
自
の
鎌
倉
仏
教
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
の
文
学
に
目
を
や
る
と
、
公
家
社
会
か
ら
武
家
社

会
へ
の
変
化
が
公
家
社
会
の
衰
え
を
表
し
た「
は
か
な
さ
」、「
無
常
」、「
哀
愁
」を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
が
多
く
出
て
き
ま

す
。 

 

鎌
倉
時
代
の
文
学
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
四
百
年
近
く
続
い
た
宮
廷
文
化
の
花
盛
り
で
あ
っ
た
平
安
時
代
か
ら
武
家
社
会
に
移
っ
て

い
っ
た
の
で
す
か
ら
、
人
々
に
大
変
な
衝
撃
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
に
際
し
て
起
こ
っ
た
争
い
を

描
い
た
軍
記
物
語
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
逸
話
集
や
和
歌
集
、
随
筆
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
平
安
時
代
の
宮
廷
や
貴
族
中
心
の
内

容
で
は
な
く
、
庶
民
に
目
を
向
け
た
作
品
や
世
の「
は
か
な
さ
」、「
無
常
」、「
哀
愁
」を
著
し
た
感
性
度
の
深
い
作
品
が
表
さ
れ
ま
す
。 
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「
軍
記
物
語
」は
、
平
家
物
語
、
保
元
物
語
、
平
治
物
語
な
ど
が
代
表
的
で
す
。 

「
平
家
物
語
」は
、
冒
頭
の「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
。
お
ご
れ

る
人
も
久
し
か
ら
ず
。
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。
た
け
き
者
も
遂
に
は
ほ
ろ
び
ぬ
、
ひ
と
へに
風
の
前
の
塵
に
同
じ
。
」の
記
述
が
世
の「
は
か

な
さ
」
、「
無
常
」
、「
哀
愁
」を
顕
し
た
一
文
と
し
て
有
名
で
す
。 

若
干
注
釈
を
加
え
ま
す
と
、
祇
園
精
舎
（き
お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ
）と
は
釈
迦
が
説
法
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
の
沙
羅
双
樹
（さ
ら
そ
う
じ

ゅ
）
の
花
の
色
の
時
間
的
変
化
を
盛
者
必
衰
の
理
を
割
り
当
て
、
平
家
が
滅
ん
だ
こ
と
を
風
の
前
の
塵
の
如
し
と
例
え
て
い
る
の
で
す
。
何
度
読

ん
で
も
そ
の
無
常
を
感
じ
さ
せ
る
一
文
で
す
。 

「
保
元
物
語
」は
、
一
一
五
六
年
に
起
こ
っ
た
保
元
の
乱
の
顛
末
を
描
い
た
作
者
不
詳
の
軍
記
物
語
で
あ
る
。 

鳥
羽
上
皇
の
皇
位
継
承
問
題
で
発
生
し
た
争
い
で
、
後
白
河
天
皇
と
崇
徳
上
皇
で
争
い
、
後
白
河
に
源
義
朝
と
平
清
盛
が
就
き
、
勝
利
す

る
。
崇
徳
上
皇
は
讃
岐
へ
流
刑
と
な
る
。 

「
平
治
物
語
」は
、
平
治
の
乱
の
顛
末
を
描
い
た
作
者
不
詳
の
軍
記
物
語
で
あ
る
。
保
元
物
語
の
姉
妹
作
品
で
あ
り
、
同
一
の
作
者
で
あ
ろ
う

と
言
わ
れ
て
い
る
。
藤
原
通
憲
（み
ち
の
り
）と
藤
原
信
頼
が
、
保
元
の
乱
で
の
賞
与
な
ど
で
平
家
の
圧
迫
に
不
満
を
覚
え
て
い
た
源
義
朝
を
語

ら
っ
て
挙
兵
す
る
が
、
後
白
河
法
皇
と
平
清
盛
に
平
定
さ
れ
る
。
源
氏
の
総
大
将
の
源
義
朝
は
家
人
に
謀
殺
さ
れ
、
子
の
頼
朝
は
配
流
さ
れ

る
が
源
氏
再
興
ま
で
記
述
し
て
い
る
。 

「
逸
話
集
」で
は
、
庶
民
の
生
き
ざ
ま
を
生
き
生
き
と
描
い
た
庶
民
文
学
、
今
昔
物
語
が
あ
る
。
十
二
世
紀
初
め
の
成
立
で
あ
る
。
天
竺(

て
ん

じ
く:

イ
ン
ド
）
・震
旦(

し
ん
た
ん
：
中
国
）・本
朝
（日
本
）の
三
部
に
分
か
れ
、
一
千
余
の
説
話
を
収
め
る
日
本
最
大
の
古
説
話
集
で
あ
る
。

「
わ
ら
し
べ
長
者
」
、「
カ
モ
の
導
き
」、「
羅
生
門
」な
ど
が
良
く
知
ら
れ
る
。 

「
和
歌
や
随
筆
」で
は
、
新
古
今
和
歌
集
、
方
丈
記
、
徒
然
草
な
ど
が
あ
る
。 

「
新
古
今
和
歌
集
」は
、
後
鳥
羽
上
皇
が
藤
原
定
家
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
も
の
で
、
鎌
倉
最
初
の
勅
撰
（ち
ょ
く
せ
ん
）和
歌
集
で
あ
る
。
こ
の
和

歌
集
は
心
の
清
新
さ
を
追
及
す
る
新
し
い
様
式
を
作
っ
て
い
る
。
新
興
文
学
で
あ
る
連
歌
・今
様
に
侵
蝕
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
短
歌
の
世
界
を
典

雅
な
空
間
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
し
た
歌
集
で
あ
り
、
古
今
以
来
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
か
つ
独
自
の
美
世
界
を
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
。 

藤
原
定
家
の
父
で
あ
る
俊
成
が
和
歌
を
批
評
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
て
い
た「
幽
玄
」と
い
う
概
念
を
、
定
家
が
発
展
・確
立
さ
せ
ま
し
た
。

「
幽
玄
」と
は
、「
物
事
の
趣
が
奥
深
く
、
は
か
り
し
れ
な
い
こ
と
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、
高
尚
で
優
美
、
気
品
が
あ
る
さ
ま
を
指
し
、
和
歌
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
中
世
に
お
け
る
美
的
観
念
の
礎
と
な
っ
た
。 

和
歌
の「
花
さ
そ
ふ
比
良
の
山
風
吹
き
に
け
り
こ
ぎ
行
く
舟
の
跡
み
ゆ
る
ま
で 

（宮
内
卿
）」の
句
は
桜
の
花
弁
が
湖
面
を
覆
い
、
舟
跡
を
残
す

美
し
い
情
景
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
か
ら
美
の
極
致
（幽
玄
）を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 
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「
方
丈
記
、
徒
然
草
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
鴨
長
明
と
兼
好
法
師
の
作
で
あ
る
。
清
少
納
言
の
枕
草
子
と
と
も
に
三
大
随
筆
と
言
わ
れ
る
が
、
枕

草
子
と
は
異
な
り
、
共
に
時
代
の
は
か
な
さ
と「
無
常
」を
つ
づ
る
。
方
丈
記
で
は
、
有
名
な
一
文
が
あ
る
。 

「
行
く
川
の
な
が
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
よ
ど
み
に
浮
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
久
し
く
と
ゞ
ま
る
こ

と
な
し
。
世
の
中
に
あ
る
人
と
す
み
か
と
、
ま
た
か
く
の
如
し
。
」と
い
う
は
か
な
さ
と
無
常
観
を
的
確
な
筆
致
で
表
現
し
、
現
代
人
さ
え
も

感
嘆
さ
せ
続
け
て
い
る
。 

徒
然
草
は
、「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に…

」に
始
る
小
序
の
ほ
か 

二
三
四
段
か
ら
な
る
作
者
の
随
想
、
見
聞
な
ど
を
順
不
同
に
述
べ
る
。
無
常

観
に
根
ざ
す
鋭
い
人
生
観
、
世
相
観
、
美
意
識
を
特
長
と
し
、
お
お
む
ね
短
文
な
が
ら
含
蓄
あ
る
名
文
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

鎌
倉
の
文
学
は
平
安
時
代
の
京
を
対
象
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
世
の「
は
か
な
さ
」、「
無
常
」、「
哀
愁
」を
表
現
し
た
も
の
が
多
い

が
、
鎌
倉
で
の
仏
教
美
術
に
は
力
強
さ
や
慈
悲
・救
い
と
い
っ
た
表
現
が
彫
刻
や
仏
像
に
見
ら
れ
る
。 

鎌
倉
の
美
術
の
代
表
は
仏
像
彫
刻
で
あ
る
。
鎌
倉
の
仏
像
は
最
も
優
れ
た
精
神
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
末
法
思
想
の
真
っ
只
中
で

武
家
社
会
を
統
制
し
、
外
敵
と
も
戦
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
厳
し
さ
と
時
代
を
変
わ
っ
て
い
く
苦
悩
に
対
す
る
人
々
への
慈
悲
や
救
い
を
表

現
し
た
創
造
物
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
彫
刻
」で
は
、
彫
刻
の
天
才
と
言
わ
れ
る
運
慶
を
頂
点
と
し
て
、
快
慶
、
湛
慶
（
た
ん
け
い
）が

現
れ
鎌
倉
美
術
・仏
像
彫
刻
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
運
慶
一
派
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
関

係
は
運
慶
の
弟
子
に「
快
慶
」
が
あ
り
、
運
慶
の
子
供
に「
湛
慶
」、
そ
し
て
運
慶
の
弟「
定
覚
」

が
い
る
。
彼
ら
は「
仏
師
」と
言
わ
れ
る
。
こ
の
仏
師
と
い
う
言
葉
は
中
国
や
朝
鮮
に
は
な
い
日

本
独
自
の
言
葉
で
あ
る
。
仏
教
や
教
義
を
理
解
し
、
受
戒
し
た
僧
侶
が
仏
像
を
彫
っ
た
の
で

す
。
同
じ
釈
迦
の
像
で
も
イ
ン
ド
、
中
国
、
朝
鮮
の
仏
像
と
は
異
な
り
、
芸
術
性
の
高
い「
冷

静
」を
感
じ
た
り
、
何
か
超
越
的
の
も
の
を
求
め
続
け
る
人
間
の
表
現
が
あ
る
の
は
仏
師
が
彫

っ
た
か
ら
な
の
で
す
。 

「
運
慶
」は
、
東
大
寺
、
興
福
寺
の
再
建
に
参
画
し
、
監
修
と
と
も
に
多
く
の
彫
刻
を
残
し
ま
し

た
。
特
に
、
無
著
像
・世
親
像
（興
福
寺
）
は
、
威
厳
と
悲
し
み
、
慈
悲
の
表
情
を
た
た
え
た
優

れ
た
肖
像
彫
刻
で
、
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
す
（参
照
資
料2-2

）。
無
著
・世
親
と
は
イ
ン
ド

で
五
世
紀
頃
、
に
法
相(

ほ
っ
そ
う)
教
学
を
確
立
し
た
兄
弟
で
す
。
法
相(

ほ
っ
そ
う)

教
学
と
は

南
都
六
宗
の
一
つ
で
す
。
そ
の
教
え
に『
手
を
打
て
ば 

は
い
と
答
え
る 

鳥
逃
げ
る 

鯉
は
集 

参照資料２－２：世親像、無着像

無着像

出典：ウィキペディア図柄引用

世親像
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ま
る 

猿
沢
の
池
』
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
音
で
も
こ
の
よ
う
に
受
け
取
り
方
が
違
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は「
一
人
一
人
別
々
の
世

界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
」と
述
べ
、
一
人
一
人
に
対
応
し
た
教
え
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
教
え
で
あ
る
。
運
慶
は
こ
の
教
義
を
修
得
し
、
仏
像
を

彫
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
無
著
像
が
西
行
法
師
を
モ
デ
ル
と
し
、
世
親
像
が
神
護
寺
の
文
覚
と
い
っ
た
高
僧
を
モ
デ
ル
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
八
大
童
子
（高
野
山
金
剛
峯
寺
）、
二
童
子
像
（静
岡 

願
成
就
院
）、
毘
沙
門
天
像(

逗
子 

浄
楽
寺
）な
ど
も
有
名
で

す
。 

「
快
慶
・定
覚
」
の
代
表
作
で
あ
る「
東
大
寺
の
金
剛
力
士
像
」は
、
運
慶
の
総
指
揮
の
も
と
に
阿
形
（あ
ぎ
ょ
う
）像
を
弟
子
の
快
慶
、
吽
形
（う

ん
ぎ
ょ
う
）像
を
弟
の
定
覚
を
中
心
に
運
慶
派
仏
師
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（参
照
資
料2-

3

）
。
荒
々
し
い
が
躍
動
感
の
あ
る

肉
体
表
現
で
作
ら
れ
て
い
る
。
金
剛
力
士
は
仏
教
の
護
法
善
神
（守
護
神
）
で
あ
る
天
部
の
一
つ

で
、
開
口
の
阿
形
像
と
、
口
を
結
ん
だ
吽
形
像
の
二
体
を
一
対
と
し
て
、
寺
院
の
表
門
な
ど
に
安

置
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
の
よ
う
な
躍
動
感
が

表
現
さ
れ
る
の
は
十
七
世
紀
の
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
で
す

か
ら
、
日
本
の
芸
術
の
先
進
性
が
見
て
取
れ
ま
す
。 

「
湛
慶
」は
、
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
二
十
八
部
衆

で
あ
る
婆
藪
仙
人
（ば
す
せ
ん
に
ん
）、
魔
和
羅
女

（ま
わ
ら
に
ょ
）を
制 

作
し
た
。
婆
藪
仙
人
は
殺
生
の
罪
を
犯
し
た
こ
と

に
よ
り
生
き
な
が
ら
地
獄
に
落
ち
た
が
華
聚
（け
じ

ゅ
）菩
薩
の
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
地
獄
を
脱
し
、
釈

迦
の
元
に
生
き
衆
世
を
救
う
と
誓
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
京
都 

妙
法
寺
三
十
三
間
堂
の
国
宝
に
な
っ
て

い
る
。 

 

日
本
の
仏
教
美
術
の
特
徴
は
日
本
で
の
代
表

的
な
仏
像
で
あ
る
釈
迦
如
来
像
に
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
そ
の
特
徴
は
釈
迦
の
表
現
を
人
間
の
形
を

し
た
釈
迦
像
に
霊
性
を
感
じ
、
そ
こ
に
人
間
個
人

参照資料２－３：東大寺の金剛力士像阿行像、吽形像

出典：ウィキペディア図柄引用

参照資料２－４：釈迦像
出典：ウィキペディア図柄引用

釈迦修行像 釈迦如来像
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の
死
を
見
、
苦
し
み
を
感
じ
、
誰
で
も
が
悩
み
を
語
り
掛
け
て
く
る
対
象
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
で
す
（参
照
資
料2-4

）。
そ
の
た
め
、

性
的
な
観
点
を
無
く
し
、
中
性
の
像
と
し
て
作
成
し
て
い
る
し
、
仏
像
に
多
様
性
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
す
。
人
間
の
感
情
に
対
応
し
、
人
間
の

瞑
想
的
な
像
、
超
越
的
な
像
、
憤
怒
の
像
な
ど
、
超
越
的
な
も
の
を
求
め
続
け
る
人
間
性
の
表
現
が
芸
術
で
あ
る
こ
と
を
日
本
の
仏
像
は
表

現
し
た
。
こ
れ
が
日
本
の
仏
教
美
術
の
特
徴
で
す
。 

「
絵
画
」に
は
、
写
実
的
な
肖
像
画
と
し
て
の「
源
頼
朝
像
」や
絵
巻
物
と
し
て「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」が
あ
る
。 

蒙
古
襲
来
絵
詞
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
で
、
肥
後
国
の
御
家
人
竹
崎
季
長
（
す
え
な
が
）が
元
寇
に
お
け
る
自
分
の
戦
い
を
描
か
せ
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
事
実
の
視
覚
的
史
料
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
明
治
二
十
三
年
（1890

）に
所
蔵
し
て
い
た
熊
本
の
大
矢
野

十
郎
か
ら
宮
内
庁
が
御
買
上
げ
さ
れ
た
。 
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◆
第
三
章 

「
日
本
の
古
代
（倭
）の
文
化
」の
目
次 

第
一
話 

日
本
人
の
ル
ー
ツ  ........................................................................... 

４
１ 

古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド  

縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
の
環
境  

第
二
話 
縄
文
時
代
の
文
明
と
文
化  ............................................................... 

４
４ 

縄
文
時
代
の
土
器
・
土
偶  

縄
文
文
明
と
世
界
四
大
文
明
の
違
い 

第
三
話 

弥
生
時
代
の
文
明
と
文
化  ............................................................... 

４
７ 

弥
生
時
代
の
土
器
・
道
具 

 

弥
生
時
代
の
集
落 

 
  

弥
生
時
代
の
墓
制 

第
四
話 

弥
生
文
化
と
縄
文
文
化
の
特
徴  ........................................................ 

５
０ 

縄
文
文
化
の
特
徴  

弥
生
文
化
の
特
徴 

 
 

祖
霊
信
仰
と
首
長
霊
信
仰 

 

 

コ
ラ
ム【
年
代
測
定
法
】 .................................................................................. 

５
２ 
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第
一
話 

日
本
人
の
ル
ー
ツ 

  

「
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
」、
こ
の
質
問
は
永
遠
の
命
題
に
近
い
。
し
か
し
、
他
の
ア
ジ
ア
人
と
同
じ
く
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
い
わ
れ
る

人
種
の
ゲ
ノ
ム
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
は
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
二
種
類
の
人
種

が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

紀
元
前
三
万
年
頃
の
原
ア
ジ
ア
人
は
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
言
わ
れ
、
ア
ジ
ア
大
陸
南
部
で
発
生
し
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
ま
た
が
っ
て

い
る
。
当
時
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
中
南
部
の
ネ
グ
ロ
イ
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ー
ス
ト
ラ
ロ
イ
ド
、
そ
し
て
モ

ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
四
つ
の
人
種
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
黄
色
人
種
の
祖
に
な
る
環
境
適
応
力
が
強
い
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
分
布
が
最
も
大
き
い
参
照
資

料3-
1

）
。
現
在
は
租
に
な
る
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
を
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
言
わ
れ
る
。 

古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
特
徴
は
、
背
が
低
く
、
眉
が
濃
く
、
角
ば
っ
た
顔
と
大
き
な
目
と
高
い
鼻
、
ひ
げ

や
体
毛
が
濃
い
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
。
彼
ら
は
氷
河
時
代
に
日
本
列
島
に
渡
り
、
旧
石
器
文
化
、

紀
元
前
一
万
五
千
年
こ
ろ
に
縄
文
文
化
を
作
っ
て 

繁
栄
し
た
。 

新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
（中
国
系
民
族
）は
約
一
万
二
千
年
前
に
シ
ベ

リ
ア
で
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
か
ら
分
か
れ
た
。
寒
冷
地
に
適
す
る
よ
う

に
長
身
で
、
細
長
い
顔
に
小
さ
な
目
と
低
い
鼻
、
一
重
瞼
、
蒙

古
ひ
だ
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
た
（参
照
資
料3-2

）。
弥
生
時
代

に
朝
鮮
を
経
由
し
て
青
銅
器
や
鉄
器
を
伝
え
た
。
水
稲
の
伝

来
は
現
在
、
遺
伝
子
分
析
（SSR

多
型
分
析
）
か
ら
、
中
国
長

江
中
下
流
域
か
ら
直
接
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
混
血

の
度
合
い
が
少
な
い
種
族
が
沖
縄
人
で
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
特

徴
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
新
旧
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
よ
る
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
の
生

活
環
境
を
見
て
み
よ
う
。 

参照資料３－１：世界の人種分類図
出典：ウィキペディア図柄引用

参照資料３－２：古モンゴロイドと新モンゴロイド

出典：ウィキペディア図柄引用
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縄
文
・弥
生
時
代
の
自
然
環
境
を
見
る
と
、
縄
文
文
化
は
落
葉
・広
葉
樹
林
帯
、
弥
生
文
化
は
照
葉
樹
林
帯
の
中
で
生
活
が
営
ま
れ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
が
育
っ
て
い
る
。
日
本
の
森
林
は
南
か
ら
、
照
葉
樹
林
で
あ
る
カ
シ
や
タ
ブ
の
林
の「
照
葉
樹
林
帯
」、
落
葉
や
広
葉
樹
林
の
ブ

ナ
林
に
代
表
さ
れ
る「
落
葉
・広
葉
樹
林
帯
」、
エ
ゾ
マ
ツ
・ト
ド
マ
ツ
林
な
ど
の「
常
緑
針
葉
樹
林
帯
」に
三
分
類
さ
れ
た
樹
林
帯
か
ら
成
る
。 

ブ
ナ
林
の
樹
林
帯
は
多
く
の
果
実
が
取
れ
動
物
の
楽
園
に
な
り
、
自
然
と
共
生
す
る
縄
文
人
の
生
活
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
（参
照
資
料3-

3

）。
そ
の
た
め
、
紀
元
前
三
五
〇
〇
年
か
ら
一
〇
〇
〇
年
こ
ろ
ま
で
の
縄
文
文
化
は
東
北
が
最
適
の
地
で
あ
っ
た
。
特
に
、
青
森
の
三
内
丸
山

遺
跡
（縄
文
中
期
：紀
元
前
三
五
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
）や
亀
ヶ
岡
遺
跡
（縄
文
後
期
：紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
以
降
）
は
縄
文
文
化
の
花

の
時
代
を
顕
し
て
い
る
。 

三
内
丸
山
（さ
ん
な
い
ま
る
や
ま
）
遺
跡
で
は
、
通
常
の
遺
跡
で
も
見
ら
れ
る
竪
穴
住
居
、
高
床
式
倉
庫
の
他
に
、
大
型
竪
穴
住
居
が
十
棟
以

上
、
約
七
八
〇
軒
に
も
お
よ
ぶ
住
居
跡
、
大
型
竪
穴
住
居
で
は
長
さ32

ｍ
、
幅10

ｍ
の
共
同
作
業
場
や
集
会
所
で
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
巨

大
竪
穴
住
居
が
あ
る
（参
照
資
料3-4

）。
そ
こ
か
ら
、
多
数
の
堅
果
類
（ク
リ
、
ク
ル
ミ
、
ト
チ
な
ど
）の
殻
、
さ
ら
に
は
一
年
生
草
の
エ
ゴ
マ
、
ヒ

ョ
ウ
タ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
マ
メ
な
ど
と
い
っ
た
栽
培
植
物
も
出
土
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
当
時
と
し
て
は
巨
大
な
集
落
で
五
百
人
位
が
共
同
生
活
を
営

ん
で
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
出
土
品
か
ら
は
黒
曜
石
（北
海
道
や
長
野
霧
ケ
峰
）、
翡
翠
（
ひ
す
い
：糸
魚
川
産
）、
円
筒
土
器
（中
国
文

明
）
、
漆
模
様
土
器
等
が
あ
り
、
交
易
の
大
き
な
広
が
り
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
に
新
潟
県
の
笹
山
遺
跡
か
ら
火
焔
土
器
が
出
土
し
、

現
代
で
も
芸
術
品
と

崇
め
ら
れ
る
土
器
で
あ

る
（参
照
資
料3-5

）。

神
への
畏
れ
を
火
の
燃

え
盛
る
さ
ま
で
表
現

し
、
祭
祀
用
と
し
て
作

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
近
年
、
彫
刻
家

の
故
岡
本
太
郎
が「
芸

術
は
爆
発
だ
」で
大
感

激
し
た
土
器
芸
術
で
あ

る
。 

参照資料３－４：三内丸山遺跡

幅１０ｍ、長さ３２ｍ

出典：ウィキペディア図柄引用

参照資料３－３：ブナ林

出典：ウィキペディア図柄引用

参照資料３－５：火焔土器

出典：ウィキペディア図柄引用

炎を表す精巧な造り
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三
内
円
山
遺
跡
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ほ
ど
新
し
く
な
る
が
、
縄
文
後
期

（紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
頃
）の
亀
ヶ
岡
遺
跡
か
ら
遮
光
土
器
が
出
土
し
た

（参
照
資
料3-6

））。 

誕
生
し
た
異
形
の
子
を
見
て
、
神
か
ら
の
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
み
て
製

作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
目
に
あ
た
る
部
分

が
イ
ヌ
イ
ッ
ト
や
エ
ス
キ
モ
ー
が
雪
中
行
動
す
る
際
に
着
用
す
る
遮
光
器(

ス

ノ
ー
ゴ
ー
グ
ル)

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
が
つ
け
ら
れ

た
。 

一
方
、
弥
生
人
は
温
か
い
照
葉
樹
林
帯
の
カ
シ
や
タ
ブ
の
木
（北
限
は
富
士

の
裾
野
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
）な
ど
日
本
の
南
部
の
温
暖
地
域
に
定
住
す

る
。
彼
等
は
タ
ブ
の
林
を
伐
採
し
、
灌
漑
施
設
を
造
り
、
田
畑
に
変
え
て
い

っ
た
。
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
頃
の
水
田
跡
が
佐
賀
県
の
菜
畑
（な
ば
た
け
）

遺
跡
や
福
岡
県
板
付
（い
た
づ
け
）遺
跡
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
北
九
州
か
ら

水
稲
技
術
が
伝
播
し
て
い
っ
た
証
で
あ
る
。
紀
元
前
一
世
紀
中
葉
に
関
東

地
方
に
弥
生
文
化
が
広
ま
っ
て
か
ら
東
北
に
も
水
稲
耕
作
を
受
け
入
れ
る

小
国
が
発
生
し
始
め
る
。
砂
沢
遺
跡
（青
森
県
弘
前
市
）な
ど
の
遺
跡
に
そ
れ
が
み
ら
れ
る
。 

 
 

遮光土器（亀ヶ岡）

合掌土偶（八戸）中空土偶（著保内野）

参照資料３－６ ：縄文時代の土偶 出典：ウィキペディア図柄引用
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代
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次 
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一
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 ................................................................................... 

５
２ 

大
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の
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づ
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大
和
朝
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の
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 第
二
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大
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 .................................................................................... 

５
７ 

聖
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で
の
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城
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 .................................................................................... 
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大
和
の
基
礎
を
作
っ
た
纏
向
（ま
き
む
く
）遺
跡
が
あ
る
古
代
大
和
朝
廷
か
ら
日
本
の
原
点
と
な
る
大
和
朝
廷
の
誕
生
ま
で
の
概
要
を
鳥
瞰

し
ま
す
。
第
一
話
と
第
二
話
で
、
日
本
の
成
り
立
ち
か
ら
古
墳
時
代
、
そ
し
て
大
和
か
ら
日
本
へ変
わ
っ
て
い
く
奈
良
時
代
ま
で
の
主
要
イ
ベ
ン

ト
を
捉
え
全
体
像
を
掴
み
ま
す
。
第
三
話
で
は
古
墳
時
代
の
古
墳
文
化
の
特
徴
を
捉
え
ま
す
。 

 

第
一
話 
「
大
和
朝
廷
の
誕
生
」 

 

現
在
使
用
し
て
い
る「
日
本
」と
い
う
言
葉
は「
倭
（わ
）」、「
大
和
（や
ま
と
）」を
経
て「
日
本
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る

と
、
日
本
史
と
い
う
の
は
お
か
し
い
表
現
で
、
古
代
を
含
め
て
表
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
倭
・大
和
・日
本
史
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
（参
照

資
料4-1

）
。
大
和
と
言
わ
れ
る
時
代
は
大
和
に
朝
廷
が
あ
っ
た
時
代
を
言
っ
て
い
る
。
そ
の
辺

り
か
ら
大
和
の
位
置
づ
け
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

 

「
大
和
」と
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
本
拠
地
で
あ
る
奈
良
盆
地
の
東
南
地
域
が
、
大
和
（や
ま
と
）と

呼
ば
れ
て
い
た
。
古
墳
時
代
頃
に
漢
字
が
入
っ
て
き
て
、「
や
ま
と
」に「
倭
」を
当
て
嵌
め
た
、

「
や
ま
と
」の
勢
力
が
日
本
列
島
を
代
表
す
る
政
治
勢
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
顕
れ
と
さ
れ

る
。
こ
の「
や
ま
と
」が「
日
本
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
時
代
を
整
理
し
て
お
こ
う
。 

「
大
和
」と
呼
ば
れ
る
前
は
、「
倭
（わ
）」と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
時
代
は
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
が

該
当
す
る
。
縄
文
時
代
は
紀
元
前
一
万
五
千
年
か
ら
紀
元
前
一
千
年
頃
ま
で
で
、
古
モ
ン
ゴ
ロ

イ
ド
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
木
と
石
器
、
土
器
、
狩
猟
の
文
化
で
あ
る
。
弥
生
時
代
は
紀
元
前

一
千
年
頃
か
ら
紀
元
三
世
紀
こ
ろ
ま
で
を
言
い
、
新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
が
移
住
し
、
稲
作
と
金
属
の

文
化
が
作
ら
れ
る
。
倭
の
時
代
は
中
央
集
権
的
な
も
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
・中
国
と
の
交
易
を

通
じ
た
交
易
グ
ル
ー
プ
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
連
携
が
北
九
州
、
山
陰
、
北
陸
、
朝
鮮
南
部
に
存

在
し
、「
倭
」と
し
て
総
称
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。 

大
和
の
時
代
は
、
大
和
朝
廷
が
奈
良
盆
地
に
置
か
れ
、
天
皇
制
が
確
立
し
、
中
央
集
権
的
な
国

家
が
形
成
さ
れ
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
中
国
・朝
鮮
と
の
交
易
が
活
発
化
し
、
彼
等
の
文
明
・文

化
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
仏
教
文
化
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
の
仏
教
文
化
は
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
時

代
、
白
鳳
時
代
の
三
つ
の
時
代
文
化
を
経
て
進
化
し
て
い
く
。
こ
の
古
墳
時
代
は
、
首
長
霊
か
ら

天
皇
霊
が
確
立
し
て
い
く
三
世
紀
か
ら
七
世
紀
初
期
ご
ろ
ま
で
の
時
代
で
あ
る
。
仏
教
文
化

縄文時代

弥生時代

古墳時代

飛鳥時代

白鳳時代

天平時代

紀元前1000-紀元3世紀

３世紀－６世紀

６世紀末～

７世紀末～

８世紀

古モンゴロイドを中心として栄えた木と石器文化

新モンゴロイドが進出した稲作と金属文化

首長霊から天皇霊が確立した神の文化

古代（倭）

大和（朝廷）

日本（奈良時代）

聖徳太子によって開かれた仏教の文化

天武天皇による日本統治と成熟の仏教文化

聖武天皇による仏教治政の文化

紀元前15000-1000年

参照資料４－１：大和朝廷の位置づけ
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は
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
教
文
化
が
始
ま
る「
飛
鳥
時
代
」、
次
に
大
和
時
代
末
期
の
天
武
天
皇
に
よ
る
日
本
統
治
と
成
熟
し
た

仏
教
文
化
が
花
開
く「
白
鳳
時
代
」
、
そ
し
て
最
後
が
聖
武
天
皇
の「
天
平
時
代
（奈
良
時
代
）」に
な
る
。
聖
武
天
皇
に
よ
る
仏
教
治
政
に
よ

る
文
化
が
栄
え
る
時
代
で
、
国
分
寺
、
総
本
山
と
し
て
の
東
大
寺
が
創
建
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
仏
教
の
影
響
が
出
て
く
る
時
代
で
あ
る
。 

 

最
初
の
朝
廷
で
あ
る
大
和
朝
廷
の
誕
生
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

古
代
大
和
が
興
っ
た
地
域
に
海
石
榴
一
市
（つ
ば
い
ち
）跡
か
ら
奈
良
への
路
で
あ
る「
注

山
の
辺
の
道
」が
あ
る
。
こ
の
道
に
沿
っ
た
地
域
は
古
代

大
和
（大
和
朝
廷
の
創
成
期
）と
言
わ
れ
る
。
（
注
）
本
書
「
コ
ラ
ム
」を
参
照
。
大
和
の
一
豪
族
で
あ
っ
た
王
家
が
天
皇
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
墳
墓
は

大
和
地
域
の
長
か
ら
、
全
国
の
長「
天
皇
霊
」と
し
て
祭
ら
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
変
化
を
年
代
的
経
緯
を
踏
ま
え
大
和
朝
廷
の
誕

生
を
追
い
か
け
て
い
き
ま
す
。 

約
三
万
年
前
、
北
方
（
古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
）
か
ら
大
量
の
移
住
者
の
手
で
旧
石
器
文
化
が
持
ち
込
ま
れ
、
紀
元
前
一
万
五
千
年
頃
か
ら
縄
文
文

化
（
三
内
丸
山
遺
跡
、
亀
ヶ
岡
遺
跡
な
ど
）が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
万
五
千
年
前
ご
ろ
は
氷
河
期
が
終
わ
っ
た
時
期
に
当
た
り
、
温
か
く
な

る
。
そ
う
い
う
環
境
の
変
化
で
縄
文
時
代
は
東
北
が
中
心
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
火
焔
土
器
（か
え
ん
ど
き
）な
ど
に
み
ら
れ
る
土
器
の
文
化

が
始
ま
り
、
紀
元
前
一
千
年
頃
ま
で
縄
文
時
代
の
文
化
が
成
長
す
る
。
同
一
文
化
圏
で
こ
れ
ほ
ど
続
く
文
化
の
存
在
は
世
界
に
類
を
見
な

い
。
欧
米
の
学
者
が
縄
文
時
代
に
注
目
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
四
大
文
明
と
言
わ
れ
る
以
前
に
異
な
っ
た
文
明
・文
化
が
日

本
で
発
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
生
活
環
境
は
山
の
幸
・海
の
幸
に
恵
ま
れ
穏
や
か
で
、
戦
い
の
痕
跡
で
あ
る
死
体
や
破
壊
遺
跡
後
が
な
い
こ
と

か
ら
戦
が
無
い
平
和
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

紀
元
前
一
千
年
前
後
に
、
中
国
長
江
流
域
か
ら
の
移
住
者
（新
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
）
が
水
稲
耕
作
を
も
ち
こ
み
、
弥
生
文
化
を
作
っ
た
。
北
九
州
を

中
心
と
し
て
最
古
の
水
稲
栽
培
の
遺
跡
が
あ
り
、
紀
元
前
後
に
は
畿
内
への
普
及
が
み
ら
れ
る
。 

一
世
紀
ご
ろ
に
は
、
北
九
州
に
小
国
が
出
来
る
。
こ
の
小
国
は
三
世
紀
末
ま
で
大
陸
か
ら
入
る
鉄
器
、
青
銅
器
の
大
部
分
を
独
占
し
て
い
た
。

当
時
は
北
九
州
の
伊
都
国
（い
と
こ
く
）を
中
心
と
し
た
国
々
（交
易
国
家
）
が
百
余
国
あ
り
、
二
世
紀
に
は
倭
国
大
乱
が
あ
り
、
三
世
紀
に
卑

弥
呼
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
こ
と
が
魏
志
倭
人
伝
に
あ
る
。
邪
馬
台
国
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
時
代
で
あ
る
。 

三
世
紀
初
頭
か
ら
中
葉
の
大
和
に
お
い
て
、
纏
向
遺
跡
が
大
き
く
な
り
始
め
る
。
纏
向
（ま
き
む
く
）
は
奈
良
東
南
部
の
桜
井
市
か
ら
現
在
の

奈
良
へ向
か
う
道
「
山
の
辺
の
道
」
で
は
、
よ
り
古
い
遺
跡
が
出
土
す
る
三
輪
、
柳
本
の
中
間
に
位
置
す
る
。
先
住
の
豪
族
を
避
け
て
新
勢
力
と

し
て
纏
向
に
定
着
し
た
と
想
像
で
き
る
。
こ
の
纏
向
遺
跡
の
出
土
品
か
ら
は
大
陸
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

同
時
代
の
北
九
州
の
遺
跡
で
は
三
世
紀
前
の
前
漢
鏡
、
銅
矛
、
甕
棺
（
か
め
か
ん
）が
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
纏
向
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
で

は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
割
ら
れ
た
銅
鐸
の
小
片
が
発
見
さ
れ
た
。
銅
鐸
が
割
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
銅
鐸
祭
祀
の
否
定
の
豪
族
に
支
配
権
が

移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
代
大
和
の
前
は
出
雲
の
三
輪
山
信
仰
と
銅
鐸
祭
祀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
任
者
は
出
雲
関
係
の
豪
族
と
推
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定
で
き
る
。 

纏
向
遺
跡
は
、
吉
備
の
祭
器
で
あ
る
特
殊
器
台
、
特
殊
壺
、
弧
文
円
板
（こ
も
ん
え
ん
ば
ん
）や
鶏
形
木
製
品
な
ど
の
祭
祀
用
具
が
出
土
す
る

こ
と
か
ら
吉
備
の
祭
祀
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（参
照
資
料4-

2

）。
こ
の
纏
向
の
勢
力
は
吉
備
を
経
て
奈
良
盆
地
に
移
動
し
た

集
団
が
ヤ
マ
ト
を
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
木
製
の
鋤
（す
き
）は
出
土
す
る
が
、
農
地
の
溝
掘
り
に
必
須
の
鍬
（く
わ
）は
出

土
し
な
い
。
農
業
都
市
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
高
床
式
住
居
、
運
河
・浄
水
施
設
（水
槽
）、
水
を
送
る
樋
（ひ
）な
ど
の
発
見
が
あ
り
政

治
・
祭
祀
都
市
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
こ
に
王
権
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
該
遺
跡
は
昭
和
四
十
六
年(

一
九
七

一
年
）
か
ら
発
掘
開
始
し
、
平
城
京
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
大
き
さ
を
有
す
る
政
治
都
市
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。 

三
世
紀
後
半
（
二
八
〇
年
前
後
）
に
な
る
と
、
奈
良
盆
地
の
統
一
が
始
ま
る
。
周
辺
の
文
化
を
取
り
入
れ
、
大
和
の
文
化
が
急
成
長
す
る
。
考

古
学
的
視
点
で
見
る
と
、「
箸
墓
古
墳
」と
い
う
二
百
七
十
八
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
出
現
す
る
（参
照
資
料4-3

）。
埋
葬

者
は
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
（や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
ひ
め
）で
、
三
輪
山
の
神
で
あ
る
大
物
主
大
神
の
后
で
あ
る
。
こ
の
墳
墓
は
大
和
朝
廷

が
前
方
後
円
墳
の
築
造
を
許
可
し
、
地
方
豪
族
へ伝
播
す
る
前
方
後
円
墳
の
代
表
的
墳
墓
で
あ

り
、
古
墳
時
代
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
纏
向
で
は
こ
の
時
以
降
、
巫
女
（女
性
）
の
古
墳
は

作
ら
れ
な
く
な
り
、
纏
向
以
外
の
地
に
大
王
の
大
型
古
墳
が
作
ら
れ
始
め
る
。
巫
女
が
神
と
対

話
す
る
祖
霊
信
仰
か
ら
大
王
が
体
内
に「
天
皇
霊
」を
受
け
る
と
い
う
天
皇
霊
信
仰
が
生
ま
れ
、

天
皇
の
古
墳
時
代
に
移
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
四
世
紀
初
頭
に
は
大

和
に
大
陸
文
化
も
普
及
す
る
こ
と
か

ら
北
九
州
を
制
圧
し
、
大
陸
と
の
交

易
が
進
展
し
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。 

 
 

参照資料４－2：纏向遺跡と出土品

吉備祭祀土器

弧紋円盤

鶏形木製品

出典：ウィキペディア図柄引用

参照資料４－3：箸墓古墳

出典：ウィキペディア図柄引用
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第
二
話 

大
和
朝
廷
の
統
一 

 
古
代
大
和
か
ら
平
城
京
が
誕
生
す
る
ま
で
の
大
和
は
二
つ
の
時
代
に
区
分
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
聖
徳
太
子
が
現
れ
古
代
大
和
に
政
治
制

度
を
作
ら
れ
る
ま
で
の
時
代
、
も
う
一
つ
は
、
天
武
天
皇
が
日
本
全
国
を
統
一
し
、
大
和
か
ら
日
本
と
い
う
政
治
制
度
を
確
立
す
る
ま
で
の

二
つ
の
時
代
の
区
切
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

古
墳
時
代
か
ら
聖
徳
太
子
が
登
場
す
る
飛
鳥
時
代
は
、
海
外
と
の
交
流
が
強
化
さ
れ
、
中
国
や
朝
鮮
と
の
交
易
が
盛
ん
に
な
る
。
先
進
的
文

物
、
そ
し
て
仏
教
が
導
入
さ
れ
、
古
墳
文
化
が
終
焉
す
る
。
そ
し
て
仏
教
に
も
と
づ
く
飛
鳥
文
化
が
誕
生
し
、
大
和
朝
廷
の
権
力
が
統
合
さ

れ
て
い
く
時
代
で
も
あ
る
。 

こ
の
古
墳
時
代
の
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
の
大
和
で
は
軍
事
力
が
強
化
さ
れ
る
。
こ
の
世
紀
は
、
第
十
五
代
応
神
天
皇
と
第
十
六
代
仁
徳
天

皇
か
ら
第
二
十
一
代
の
雄
略
天
皇
頃
ま
で
が
活
躍
し
た
時
代
で
あ
る
。
世
界
遺
産
に
な
っ
た
古
市
・百
舌
鳥
古
墳
群
は
こ
の
天
皇
期
に
該
当

す
る
。
朝
鮮
経
営
に
便
利
な
河
内
に
拠
点
を
移
し
、
大
和
の
勢
力
を
誇
示
し
、
軍
事
力
を
高
め

て
い
っ
た
世
紀
で
あ
る
。
応
神
天
皇
稜428m

 

、
注

仁
徳
天
皇
陵4

86m

の
巨
大
さ
は
そ
の
強
大

な
権
力
を
意
味
し
、
対
外
的
に
も
大
き
な
圧
力
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
（
注
）
仁
徳
天
皇
陵
は
全
長

4
8
6m

で
土
砂
の
量
は
一
四
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
人
力
だ
け
で
築
く
と
約
五
四
〇
万
人
・
日
が
必
要
と
言
わ
れ

る
。
朝
鮮
半
島
（新
羅
、
百
済
）を
押
さ
え
、391

年
に
は
朝
鮮
の
拠
点
と
し
て
任
那
を
置
く
。
五

世
紀
の
古
墳
で
は
、
天
皇
陵
の
周
り
に
陪
塚
（ば
い
ち
ょ
う
）と
呼
ば
れ
る
小
さ
め
の
古
墳
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
大
量
の
刀
剣
、
甲
冑
、
馬
具
、
鉄
製
農
具
、
金
銀
の
装
飾
具
絹
織
物
が
埋
葬
さ
れ

て
い
る
。
当
時
朝
鮮
半
島
で
は
、
高
句
麗
が
南
下
し
、
百
済
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
た
め
、
大
和
へ

の
軍
事
支
援
依
頼
が
百
済
か
ら
や
っ
て
く
る
。
そ
の
高
句
麗
と
の
戦
い
に
向
け
て
武
器
等
を
保
管

す
る
軍
事
的
倉
庫
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

高
句
麗
の
王
で
あ
っ
た
広
開
土
王
（こ
う
か
い
ど
お
う
）が
四
一
四
年
に
建
て
た
石
碑
、
現
在
の
北

朝
鮮
の
北
端
に
広
開
土
王
碑
の
碑
文
（参
照
資
料4-4

）が
あ
り
、
そ
こ
に
は
大
和
朝
廷
が
百
済

を
助
け
、
高
句
麗
と
激
し
く
戦
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
時
代
背
景
は
歴
史
と
合

致
す
る
。 

 

第
二
十
一
代
天
皇
、
雄
略
天
皇
期
に
は
、
仁
徳
天
皇
以
来
の
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
飛
鳥
の
豪

族
葛
城
氏
を
滅
亡
さ
せ
、
ま
た
、
古
代
大
和
の
創
成
期
か
ら
大
王
家
と
同
等
の
力
を
有
し
て
い

後燕

沃沮

（よくそ）

広開土王碑

高句麗

濊貊

（わいはく）

百済

新羅

任那

４世紀

出典：ウィキペディア図柄引用

参照資料４－4：広開土王碑

王碑銘文
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た
豪
族
、
吉
備
が
大
和
朝
廷
に
服
従
さ
せ
ら
れ
る
。
大
和
朝
廷
と
し
て
は
、
葛
城
、
吉
備
の
豪
族
を
従
え
て
、
全
国
への
覇
権
を
確
立
し
た
と

思
わ
れ
る
。
九
州
熊
本
県
玉
名
市
に
あ
る
江
田
船
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た「
注

銀
錯
銘
大
刀
（ぎ
ん
さ
く
め
い
た
ち
）と
呼
ば
れ
る
直
刀
」や

埼
玉
県
行
田
市
に
あ
る
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た「
金
錯
銘
鉄
剣
（き
ん
さ
く
め
い
て
っ
け
ん
）」に
は
ワ
カ
タ
ケ
ル
（雄
略
天
皇
の
こ
と
）の

銘
が
あ
り
、
ワ
カ
タ
ケ
ル
が
土
地
の
豪
族
を
恭
順
さ
せ
、
贈
答
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（参
照
資
料4-

5

）。 

（
注
）「
「
銀
錯
銘
」
、「
金
錯

銘
」
は「
銀
象
嵌
、
金
象
嵌
（
き
ん
ぞ
う
が
ん
）
」
の
意
味
で
あ
る
。 

九
州
熊
本
県
玉
名
市
の
江
田
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
太
刀
に
は
太
刀
作
成
の
由
来
と
太
刀
の
柄
の
近
い
箇
所
に
絵
文
字
が
銀
象
嵌
銘
で
記

述
さ
れ
て
い
る
。
絵
文
字
に
は
不
死
生
の
象
徴
で
あ
る「
ペ
ガ
サ
ス
」、
来
朝
と
朝
貢
を
表
す「
鯉
」、
情
報
連
絡
と
報
告
を
示
す「
雁
」が
印
さ

れ
て
い
る
。
絵
文
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、「
長
生
き
し
、
朝
貢
と
報
告
を
怠
る
な
」の
意
味
に
な
り
ま
す
。 

六
世
紀
前
半
は
第
二
十
九
代
欽
明
天
皇
期
で
あ
り
、
こ
の
世
紀
に
は
重
大
な
エ
ポ
ッ
ク
が
あ

る
。
百
済
か
ら
の
渡
来
人
が
増
え
、
六
朝
文
化
の
粋
が
伝
わ
り
、
百
済
の
聖
明
王
（せ
い
め
い

お
う
）は
仏
像
と
経
典
を
欽
明
天
皇
に
献
上
す
る
。
仏
教
の
伝
来
（552

年
）で
あ
る
。
天
皇

は
こ
の
仏
像
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
の
に
驚

い
て
、「
こ
れ
を
敬
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
臣
下
に
聞
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
神
道

な
の
で
人
間
の
形
を
し
た
像
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
神
道
の
神
は
、
鏡
、
剣
、
三
輪
山
な
ど
の

霊
山
、
自
然
の
磐
座
、
神
木
な
ど
で
す
。
純

粋
に
驚
か
れ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
お
言

葉
で
す
。
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
大

和
朝
廷
は
飛
鳥
に
都
を
移
し
ま
す
。
飛
鳥
京

跡
が
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
後
半
ま
で
飛

鳥
の
地
に
営
ま
れ
た
諸
宮
を
中
心
に
複
数
の

遺
跡
群
か
ら
な
る
都
市
遺
跡
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
豪
族
で
は
蘇
我
氏
が
勢
力
を

拡
大
し
、
仏
教
導
入
を
支
持
し
、
崇
仏
派
を

形
成
し
ま
す
。 

参照資料４－６：冠位十二階

出典：ウィキペディア図柄引用

参照資料４－5 ：江田船山古墳⓶（江田船山古墳銘刀） 出典：ウィキペディア図柄引用

治天下獲□□□鹵大王世奉事典曹人名无
利弖八月中用大鉄釜并四尺廷刀八十練九
十振三寸上好刊刀服此刀者長寿子孫洋々
得□恩也不失其所統作刀者名伊太和書者
張安也
＜翻訳＞

ワカタケル大王（雄略天皇）の時代にムリテ
が典曹という文書を司る役所に仕えていた。
八月に大鉄釜で丹念に作られためでたい大
刀である。この刀を持つ者は、長寿であって、
子孫まで栄えて治めることがうまくいく。 大
刀を作ったのは伊太□(ワ)で、銘文を書いた
のが張安である。

「鯉」は「来（らい）」の意味を持ち、来朝して朝貢すること。
「雁」は烏であり、飛来して情報を怠りなく報告すること。

ペガサスは物体の重さから解放された魂と
精神の不死生の象徴と見なされていた。

ペガサス 鯉 雁
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六
世
紀
末
欽
明
天
皇
の
皇
女
が
第
三
十
三
代
推
古
天
皇
に
即
位
し
、
甥
の
厩
戸
皇
子
（聖
徳
太
子
）を
皇
太
子
と
し
注

万
機
を
摂
行
（せ
っ
こ

う
）
さ
せ
、
蘇
我
馬
子
と
共
に
天
皇
の
補
佐
に
し
た
。
聖
徳
太
子
の
も
と
、
直
接
中
国
（隋
）と
の
国
交
を
開
い
て
仏
教
等
の
先
進
文
明
を
取
り

入
れ
る
。
（注
）政
治
の
諸
事
す
べ
て
を
ま
か
さ
れ
代
行
す
る
こ
と 

 

日
本
の
本
格
的
な
古
代
文
化
、
法
隆
寺
を
代
表
す
る「
飛
鳥
文
化
」が
花
開
き
、
日
本
で
の
最
初
の
法
律
で
あ
る「
十
七
条
憲
法
」を
作
り

発
布
す
る
。
第
一
条
の「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」は
特
に
有
名
で
あ
る
。
憲
法
内
容
は
行
政
に
携
わ
る
官
人
の
道
徳
的
心
得
に
近
い
内
容
で

あ
る
。
さ
ら
に
、「
冠
位
十
二
階
の
制
定
」を
作
り
実
施
す
る
（参
照
資
料4

-6

）。
冠
位
十
二
階
と
は
、
日
本
で
六
〇
三
年
に
制
定
さ
れ
、
六

〇
五
年
か
ら
六
四
八
年
ま
で
行
わ
れ
た
身
分
を
表
す
冠
位
で
あ
る
。
従
来
は
氏
（う
じ
）に
よ

り
官
位
が
定
ま
っ
て
い
た
が
、
日
本
で
初
め
て
の
個
人
評
価
に
対
す
る
冠
位
・位
階
で
あ
り
、

こ
の
制
定
に
よ
り
人
材
登
用
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
遣
隋
使
で
あ
っ
た
小
野
妹
子
は
其
功

績
に
よ
り「
大
徳
」の
簡
易
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
り
ま
す
。
朝
廷
に
仕
え
る
臣

下
を
十
二
の
等
級
に
分
け
、
地
位
を
表
す
冠
の
色
の
違
い
で
身
分
の
高
下
を
表
し
ま
し
た
。

最
も
地
位
が
高
い
色
は「
紫
」、
最
下
位
は「
黒
」で
し
た
。 

こ
の
頃
か
ら
、
大
和
か
ら
日
本
の
統
治
へ向
け
た
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
六
四
五
年 

大
化

の
改
新
が
起
点
に
な
り
ま
す
。
大
化
改
新
と
は
、
中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
が
蘇
我
入
鹿

を
倒
す「
乙
巳
（い
っ
し
）の
変
（参
照
資
料4-7

）」か
ら
始
ま
る
改
革
で
あ
る
。
蘇
我
氏
を
排

除
し
た
こ
と
で
、
こ
の
改
革
は
豪
族
を
中
心
と
し
た
政
治
か
ら
天
皇
中
心
の
政
治
へと
変
わ
っ

た
と
さ
れ
る
。
皇
極
四
年
（645

年
）六
月
十
四
日
、
乙
巳
の
変
の
直
後
、
第
三
十
五
代
皇
極

天
皇
は
退
位
し
、
中
大
兄
皇
子
に
皇
位
を
譲
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
で
は
天
皇
に
な
り
た
い

が
た
め
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
中
大
兄
皇
子
と
鎌
足
は
相
談
の

結
果
、
皇
弟
・軽
皇
子
が
即
位
し
第
三
十
六
代
孝
徳
天
皇
と
な
り
、
中
大
兄
皇
子
は
皇
太
子

と
な
り
実
権
を
握
っ
た
。
そ
の
後
、
六
六
八
年
、
第
三
十
八
代
天
智
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
。

大
化
の
改
新
で
は
公
地
公
民
制
や
班
田
制
な
ど
大
宝
律
令
の
原
型
が
作
ら
れ
た
。 

天
智
天
皇
の
崩
御
後
、
天
智
天
皇
の
子
の
大
友
皇
子
と
天
智
天
皇
の
弟
の
大
海
人
皇
子
が

天
皇
継
承
を
争
い
、
大
海
人
皇
子
が
勝
利
し
、
第
四
十
代
天
武
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
。
中

央
集
権
体
制
が
確
立
し
、
天
皇
の
称
号
は
こ
の
時
期
に
出
来
る
。
七
〇
一
年
大
宝
律
令
制
定

参照資料４－７：乙巳の変

皇極天皇

中臣鎌足

中大兄皇子

蘇我馬子

出典：ウィキペディア図柄引用
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を
制
定
し
、
二
官
八
省
、
国
郡
里
制
、
班
田
収
授
法
（公
地
公
民
、
租
・庸
・調
と
兵
役
）を

実
施
す
る
。 

「
二
官
八
省
」と
は
、
天
皇
の
下
に
、
朝
廷
の
祭
祀
を
担
当
す
る
神
祇
官
と
国
政
を
統
括
す

る
太
政
官
の
二
官
が
置
か
れ
、
太
政
官
の
下
に
実
際
の
行
政
を
分
担
す
る
八
省
が
置
か
れ

た
（
参
照
資
料4-8

）。
八
省
と
は
、
中
務
省
・式
部
省
・治
部
省
・ 

民
部
省
・兵
部
省
・刑

部
省
・大
蔵
省
・宮
内
省
を
い
う
。
こ
の
八
省
の
下
に
あ
る
実
務
機
関
と
し
て
職
・寮
・司
が

設
置
さ
れ
た
。
天
皇
主
導
政
治
の
形
態
か
ら
官
僚
制
度
に
よ
る
政
治
体
制
への
変
換
で
あ

る
。 

「
国
郡
里
制
」は
、
地
方
行
政
・地
方
官
制
の
方
式
で
あ
り
、
一
般
に
国
、
そ
の
下
に
郡
、
さ

ら
に
そ
の
下
に
里
を
設
け
る
行
政
組
織
に
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
国
司
・郡
司
・里
長
が
置

か
れ
た
。
役
所
は
国
府
（国
衙
）・郡
家
（郡
衙
）と
い
い
、
里
は
五
十
戸
を
単
位
に
組
織
化

し
、
政
治
組
織
と
し
て
初
め
て
整
備
し
体
制
化
さ
れ
た
。 

「
班
田
収
授
法
」の
制
度
と
は
、「
土
地
と
人
を
国
（天
皇
）が
管
理
す
る
た
め
の
制
度
」で
、

豪
族
の
土
地
も
総
て
国
家
（天
皇
）
の
も
の
に
し
た
制
度
で
あ
る
。
班
田
収
授
法
で
は
、
国
家

か
ら
農
民
に
田
が
貸
し
出
さ
れ
、
戸
籍
に
書
か
れ
た
六
歳
以
上
の
男
女
に
与
え
ら
れ
、
男

子
は
二
段
（た
ん
）、
女
子
は
そ
の
三
分
の
二
で
、
死
後
は
返
す
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
租
庸

調
が
税
と
し
て
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
天
皇
、
農
民
共
に
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
国
の
制
度

が
整
い
ま
し
た
。
こ
の
大
宝
律
令
は
唐
の
制
度
を
参
考
に
し
た
の
で
す
が
、
三
十
巻
あ
っ
た
唐

の
律
令
制
度
の
原
本
が
日
本
の
大
宝
律
令
で
は
十
巻
に
整
理
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の

実
情
に
合
わ
せ
た
相
当
な
編
纂
が
行
な
わ
れ
た
と
言
え
る
。
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
中
国
的
政
治
に
特
徴
的
な
軍
事
制
度
、
官
僚
制
、

科
挙
な
ど
は
日
本
に
合
う
よ
う
に
書
き
換
え
や
省
略
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。 

 

七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
八
世
紀
初
頭
に
完
成
す
る
日
本
の
正
統
の
歴
史
書
、「
古
事
記
・日
本
書
紀
」
の
編
纂
が
指
示
さ
れ
、「
日
本
」と

い
う
呼
び
名
が
出
て
、
天
皇
と
い
う
呼
び
名
が
定
着
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。
国
情
も
安
定
し
、
天
皇
制
に
よ
る
律
令
国
家
の
基
盤
が
確
立

し
、
天
皇
が
自
信
を
持
っ
た
安
定
し
た
世
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
ま
す
。
そ
う
し
て
、
七
一
〇
年
、
第
四
十
三
代
元
明
天
皇
期
に
平
城
京
遷
都

が
行
な
わ
れ
、
七
一
二
年
古
事
記
、
七
二
〇
年
日
本
書
紀
が
完
成
し
ま
す
。
記
紀
は
天
武
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
が
始
ま
り
ま
す
。
古
事

記
は
、
天
武
天
皇
の
命
で
二
十
八
歳
の
語
り
部
、
稗
田
阿
礼
（ひ
え
だ
の
あ
れ
）
の
記
憶
と
記
紀
編
纂
の
前
に
作
成
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

参照資料４－８：二官八省の制度 出典：ウィキペディア図柄引用

https://www.weblio.jp/content/%E5%9B%BD%E5%AE%B6
https://www.weblio.jp/content/%E5%9B%BD%E5%AE%B6
https://www.weblio.jp/content/%E8%BE%B2%E6%B0%91
https://www.weblio.jp/content/%E8%B2%B8%E3%81%97
https://www.weblio.jp/content/%E6%88%B8%E7%B1%8D
https://www.weblio.jp/content/%E4%B8%8A%E3%81%AE
https://www.weblio.jp/content/%E7%94%B7%E5%A5%B3
https://www.weblio.jp/content/%E4%B8%8E%E3%81%88
https://www.weblio.jp/content/%E7%94%B7%E5%AD%90
https://www.weblio.jp/content/%E7%94%B7%E5%AD%90
https://www.weblio.jp/content/%E5%A5%B3%E5%AD%90
https://www.weblio.jp/content/%EF%BC%93%E5%88%86%E3%81%AE%EF%BC%92
https://www.weblio.jp/content/%E6%AD%BB%E5%BE%8C
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る
史
書
、
帝
紀
（
て
い
き
）及
び
旧
辞
（き
ゅ
う
じ
）
な
ど
数
多
く
の
文
献
を
も
と
に
太
安
万
侶
が
書
き
記
し
、
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。 

日
本
書
紀
は
天
武
天
皇
期
に
編
纂
を
開
始
し
た
天
皇
記
で
、
日
本
の
正
史
に
な
る
が
、
天
武
天
皇
、
后
で
あ
る
第
四
十
一
代
持
統
天
皇
の
崩

御
後
、
か
な
り
の
時
間
を
経
て
舎
人
（と
ね
り
）
親
王
に
よ
り
編
纂
さ
れ
奏
上
さ
れ
て
い
る
。
時
の
権
力
者
に
は
藤
原
不
比
等
（鎌
足
の
子
）が

お
り
、
正
史
と
し
て
の
体
裁
づ
く
り
に
影
響
を
与
え
た
と
想
定
で
き
る
。
記
紀
の
記
述
の
差
異
か
ら
も
推
し
量
る
こ
と
が
出
来
る
。 

七
二
四
年
、
聖
武
天
皇
が
天
皇
に
即
位
す
る
と
、
国
分
寺
制
度
を
制
定
し
、
国
分
寺
・国
分
尼
寺
（こ
く
ぶ
ん
に
じ
）を
つ
く
り
ま
す
。
国
分

寺
の
総
本
山
を
東
大
寺
と
し
、
法
華
寺
（
ほ
っ
け
じ
）を
日
本
の
総
国
分
尼
寺
と
し
ま
し
た
。
仏
教
の
教
え
で
鎮
護
国
家
を
行
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。
鎮
護
国
家
と
は
、
天
変
地
異
や
内
乱
，
外
敵
の
侵
入
に
あ
た
っ
て
，
仏
教
経
典
を
講
読
祈
願
し
た
り
，
真
言
密
教
に
よ
る
秘
法
を
行

っ
て
国
家
を
守
護
す
る
こ
と
を
い
い
、
広
く
仏
法
に
よ
っ
て
国
家
を
護
（ま
も
）る
意
味
に
使
用
さ
れ
ま
す
。 

二
年
後
、
聖
武
天
皇
は「
墾
田
永
年
私
財
法
」を
発
布
す
る
。
墾
田
（自
分
で
新
し
く
開
墾
し
た
耕
地
）の
永
年
私
財
化
を
認
め
る
法
令
で
あ

る
。
律
令
制
の
公
地
公
民
に
反
す
る
法
で
あ
る
が
、
日
本
国
土
の
開
拓
が
進
み
、
租
庸
調
の
課
税
を
し
た
の
で
税
収
は
増
え
て
い
っ
た
。 

 
 



 

33 

 

                                             
 

【著者略歴】 井上正和（いのうえまさかず） 

熊本大学工学部、九州大学大学院工学研究科卒業後、1971年日本 IBM（株）入社し SE

部門に配属。1992 年、中小・中堅企業コンサルティング部門を立ち上げ、責任者としてコン

サルティングプロシージャの普及を図る。 

2001 年に独立し、有限会社 情報戦略モデル研究所を設立。 

経営戦略や IT 戦略の策定や構築に係る書籍出版、研修とコーチング支援、業務プロセス

改善・改革に係る研修とコーチング支援などを多数手掛ける。2011 年 4 月 神奈川工科大

学で「情報と文化」講座で古代史講義を担当した時から、記紀を始めとした古代史に取り組

み、素人の観点から古代史研究を開始し、現在、古代史の講座をアイプレスジャパン（株）

主催や横浜市地区センター等で学者ではない素人にでも分かる古代史セミナーを開催し

好評を得ている。 

 

 

 

古代史シリーズ１「日本の古代文化とその伝道者」 

発行日  令和７年３月２２日  第２版発行 

著 者    井上 正和 

 

発行所   有限会社 情報戦略モデル研究所 

〒226-0006 横浜市緑区白山２－２－Ｅ－２１６ 

 TEL：045-934-7254 

 URL： http://www.ism-research.com/ 

 

本書は、法令の定める場合を除き、複製・複写することはできません。 

 

●本著の読者お問い合わせは下記を参照ください。 

お問い合わせ： ism.researchbook@gmail.com 

 

 

 

 

 

mailto:ism.researchbook@gmail.com

